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新
年
度
が
始
ま
り
、
新
し
い
一
年
生
が
出
現
し
ま
し
た
。
こ
と
に
小
学
校

の
一
年
生
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
新
品
の
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
た

彼
ら
を
見
る
と
笑
み
が
浮
か
び
ま
す
。
自
分
に
も
一
年
生
に
な
っ
た
時
が
あ

っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
清
く
、
正
し
く
、
豊
か
な
コ
コ
ロ
に
な
る
の
で
す
。
こ

の
時
期
だ
け
で
す
が
。 

 

入
学
し
た
小
学
校
は
御
岳
小
学
校
と
い
い
ま
す
。
野
尻
と
い
う
集
落
か
ら

学
校
ま
で
三
㌖
ほ
ど
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
一
年
生
に
は
遠
い
道
で
し
た
。

こ
こ
か
ら
私
と
荒
牧
安
っ
シ
ャ
ン
と
甲
斐
ヒ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
が
一
年
生
に
な
り

ま
し
た
。 

 

野
尻
に
は
ガ
ソ
リ
ン
販
売
所
が
あ
り
ま
し
た
。
移
動
式
で
ハ
ン
ド
ル
を
回

す
給
油
機
の
ほ
か
に
ド
ラ
ム
缶
に
も
入
れ
て
あ
り
、
ゴ
ム
ホ
ー
ス
を
口
に
く

わ
え
、
強
く
吸
っ
て
素
早
く
自
動
車
の
タ
ン
ク
に
入
れ
る
大
人
も
い
ま
し

た
。
車
は
め
っ
た
に
来
な
い
の
で
私
た
ち
の
遊
び
場
で
し
た
。
あ
る
と
き
、

安
っ
シ
ャ
ン
が
ま
ね
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ご
く
り
と
飲
み
込
み
ま
し
た
。 

 

町
で
映
画
を
見
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で
し
た
。
ヒ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
の
弟
の

チ
カ
ラ
ち
ゃ
ん
は
チ
ャ
ン
バ
ラ
を
見
て
帰
っ
て
か
ら
、
そ
の
下
の
妹
を
「
お

く
み
殿
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
安
っ
シ
ャ
ン
も
ヒ
ロ
コ
ち
ゃ
ん
も
チ
カ
ラ

ち
ゃ
ん
も
お
く
み
殿
も
ど
う
し
て
い
る
か
な
ぁ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
茅
ヶ
崎
郷
土
会
々
長 

平
野
文
明
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２ 

風
（
自
由
投
稿
欄
） 

〇
家
族
と
歩
く
ロ
ン
ド
ン-

川
村
美
子
７ 

〇
想 

 
 

い
出
の
秦
野
を
訪
ね
て-

齋
藤
和
夫
９ 

〇
短
歌 

ふ
る
さ
と-

藤
間
克
子
１３ 

〇
歴
史
を
語
る
地
域
の
宝
物-

名
取
龍
彦
１４ 

〇
こ
ん
な
シ
ン
盆
踊
り 

 
 

ど
う
で
し
ょ
う-

長
谷
川
由
美
１６ 

 

東
海
道
を
歩
く
③
報
告
（
山
本 

染
谷
）
河
村
城
址
報
告
（
平
野 

井
出
） 

・
川
村
美
子 

・
藤
間
克
子 

・
名
取
龍
彦 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
長
谷
川
由
美 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２１ 

事
業
報
告 

石
垣
山
城
址
を
訪
ね
る
・
参
加
の
記…

山
本
・
染
谷 

…

３０ 

歌
六
首 

今
井
文
夫
／
私
の
趣
味 

吉
川
弘
子
／ 

 

ロ
ン
ド
ン
の
お
寿
司
屋
さ
ん 

川
村
美
子
／
小
津
安
二
郎
流
「
カ
レ
ー 

 

鶏
す
き
焼
き
」
を
研
究 

長
谷
川
由
美 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１６ 

鎌
倉
古
道 

改
め
て
検
討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
松
和
弘 …

…

２０ 

風
（
自
由
投
稿
欄
）
活
弁
に
挑
戦
・
ブ
ロ
グ 

 
 
 

長
谷
川
・
前
田…

２４ 
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「
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
」
に
つ
い
て 

野
田 

穂 
 

 

「
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
」（
以
下
略
「
大
岡
日
記
」）
は
、
大
岡
忠
相
が
寺

社
奉
行
に
な
っ
た
翌
年
の
元
文
二
（
１
７
３
７
）
年
元
日
か
ら
、
亡
く
な
る

半
年
前
の
寛
延
四
（
宝
暦
元
：
１
７
５
１
）
年
閏
六
月
八
日
ま
で
の
公
的
な
生

活
を
記
録
し
た
日
記
で
す
。
原
本
は
、
自
筆
本
と
筆
写
本
（
右
筆
＝
武
家
の
文

書
係
＝
が
清
書
し
た
と
さ
れ
る
も
の
）
の
二
種
類
あ
り
、
十
四
年
七
か
月
（
１
８

０
か
月
）
分
の
内
、
自
筆
本
は
三
割
、
筆
写
本
は
六
割
残
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
四
十
三
（
１
９
６
８
）
年
度
以
来
、
そ
の
全
一
七
四
冊
が
、
東
京
都
立
川

市
の
国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

約
五
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
大
岡
日
記
の
活
字
本
は
、
上
・
中
・
下
巻
の

三
巻
あ
り
、
茅
ヶ
崎
市
立
図
書
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
に
く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
日
記
を
読
み
解
く
こ
と
は
困
難
な
の

で
、
活
字
本
を
手
掛
か
り
に
、
大
岡
忠
相
の
家
族
や
茅
ヶ
崎
・
神
奈
川
近
隣

に
関
わ
る
記
述
、
そ
の
他
個
人
的
に
興
味
を
引
い
た
部
分
を
下
巻
の
索
引
か

ら
抜
き
出
し
、
郷
土
会
の
先
輩
の
助
け
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
古
文
書
と
歴

史
の
素
人
が
現
代
語
へ
の
意
訳
を
試
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
忠
相
の
実
母
、
実
兄
の
孫
（
大
甥
）、
将
軍
代
替
わ
り
四
日
後

の
江
戸
城
に
つ
い
て
、
記
載
が
あ
る
日
の
記
録
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。 

 --------------------------------- 

い
ま
の
言
葉
で 

『
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
』
を
読
ん
で
み
た
！ 

 

延
享
二
（
１
７
４
５
）
年
十
一
月
六
日 

天
気
良
し 

一
〇
時
過
ぎ
か
ら
北
風
吹
く
、
夕
方
四
時
に
止
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
定
例
会 

延
期
】 
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① 

八
時 

衣
冠 *

１ 

で
、
自
宅
か
ら
江
戸
城
西
の
丸 

*

２ 

へ
出
勤
。
駕

籠
の
両
脇
の
者
に
も
裃
（
か
み
し
も
）
を
着
る
よ
う
に
言
っ
た
。 

 

② 

一
〇
時 

将
軍 

家
重
様
（
九
代
・
三
五
歳
）
が
、
紅
葉
山 

*

３ 

へ
の
墓
参

り
が
済
み
、
西
の
丸
へ
戻
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
大
御
所
の
吉
宗
様
（
家
重
の

実
父
・
八
代
将
軍
・
六
二
歳
）
が
鋏
箱
（
は
さ
み
ば
こ
）*

４ 

を
持
っ
た
従
者
た

ち
と
出
発
す
る
と
連
絡
が
あ
り
、
礼
装
し
た
行
列
で
行
く
の
で
、
み
ん
な
で

連
絡
し
合
っ
て
玄
関
に
ま
わ
っ
た
。
一
二
人
い
る
は
ず
な
の
に
欠
勤
が
多

く
、
八
人
し
か
い
な
か
っ
た
。 

 

③ 

し
ば
ら
く
す
る
と
、
玄
関
か
ら
轅
の
輿
（
な
が
え
の
こ
し
）*

５ 

で
出
ら

れ
て
、
右
に
自
分
（
六
九
歳
）、
左
に
石
川
内
膳
正
（
二
七
歳
）*

６ 

が
立
ち
、

あ
と
は
名
前
順
に
並
ん
で
行
列
に
お
供
し
た
。
河
野
豊
前
守
（
河
野
通
喬
・

五
二
歳
？
）
も
お
供
し
、
西
の
丸
裏
門 

*

７ 

を
通
っ
て
紅
葉
山
に
参
詣
し

た
。
石
段
の
下
に
集
ま
っ
て
ひ
れ
伏
し
、 

本
丸
大
広
間
の
車
寄
せ
か
ら
、

ま
ず
吉
宗
様
が
、
続
い
て
大
納
言
の
家
治
様
（
家
重
の
長
男
・
九
歳
）*

８ 

が

駕
籠
で
出
ら
れ
た
。
大
紋
行
列 
*

９ 

が
紅
葉
山
参
り
に
行
列
で
向
か
い
、

石
段
の
下
で
ひ
れ
伏
し
、
吉
宗
様
と
家
治
様
は
す
ぐ
に
戻
っ
た
。
行
列
が
通

っ
た
時
と
同
様
に
玄
関
前
で
ひ
れ
伏
し
、
家
治
様
も
戻
っ
た
。
こ
の
時
、
一

二
時
の
太
鼓
が
鳴
っ
た
。 

 

④ 

こ
れ
ら
が
済
ん
で
玄
関
前
か
ら
直
帰
し
た
。 

 

⑤ 

今
日
は
実
母 

*

１
０ 

の
三
十
三
回
忌
な
の
で
、
大
岡
吉
次
郎
（
二
〇

代
？
）*

１
１ 

の
家
か
ら
谷
中
の
瑞
輪
寺
で
法
事
を
行
う
と
あ
り
、
私
た
ち

も
と
言
わ
れ
た
の
で
、
一
四
時
に
熨
斗
目
半
袴 

*

１
２ 

を
着
て
、
駕
籠
の

両
脇
の
者
に
も
裃
（
か
み
し
も
）
を
着
さ
せ
て
家
を
出
た
。
瑞
輪
寺
で
墓
参

り
を
し
て
一
七
時
前
に
帰
宅
。 

 

⑥ 

今
日
の
お
三
方
の
紅
葉
山
参
詣
で
は
、
将
軍 

家
重
様
の
行
列
に
は
「
束

帯
」
＊
１
３ 

で
本
多
紀
伊
守
正
珍
（
寺
社
奉
行
）
が
、
大
御
所
の
吉
宗
様
の

行
列
に
は
「
衣
冠
」
＊
１
３ 

で
自
分
（
寺
社
奉
行
）
が
、
大
納
言
の
家
治
様

の
行
列
に
は
「
大
紋
＊
」
＊
１
３ 

で
山
名
因
幡
守
豊
就
（
寺
社
奉
行
）
が
、

本
丸
当
番
と
詰
番
は
松
平
主
計
頭
武
元
（
か
ず
え
の
か
み
・
寺
社
奉
行
）
が
勤

め
た
。 

 

⑦ 

主
計
頭
か
ら
手
紙
。
明
日
七
日
、
上
野
増
上
寺 

＊
１
４ 

に
一
条
殿
と

二
条
殿
と
長
谷
三
位 

＊
１
５ 

が
参
詣
す
る
の
に
あ
た
り
、
増
上
寺
へ
は
自

分
、
寛
永
寺
に
は
因
幡
守
が
詰
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
明
日
七
日
の
定

例
会
は
、
ま
た
延
期
に
。
こ
れ
に
つ
い
て
中
務
殿
（
本
多
中
務
大
輔
忠
良
・
老

中
）
も
行
か
れ
る
と
の
こ
と
で
、
石
河
土
佐
守
か
ら
の
文
書
の
内
容
は
次
の

通
り
。 

《
増
上
寺
へ
長
沢
壱
岐
守
と
畠
山
飛
騨
守
、
織
田
主
計
頭
、
大
岡
越
前
守
が

行
っ
て
、
文
昭
院
様
（
六
代
将
軍
・
家
宣
）
と
有
章
院
様
（
七
代
将
軍
・
家
継
）

両
方
の
霊
廟
へ
、
両
公
（
一
条
殿
と
二
条
殿
）
が
参
詣
す
る
。
ま
た
、
明
日
寛

永
寺
と
増
上
寺
に
出
勤
の
役
人
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
た
が
略
す
。
両
寺

の
警
護
な
ど
に
つ
い
て
の
文
書
の
写
し
も
来
た
が
併
せ
て
略
す
。》 

 
⑧ 
一
条
殿
と
二
条
殿
と
長
谷
三
位
は
、
明
朝
七
時
に
出
発
し
て
、
ま
ず
寛

永
寺
を
参
詣
し
て
か
ら
、
増
上
寺
に
参
詣
す
る
予
定
。
寛
永
寺
に
は
目
付
の

横
田
十
郎
兵
衛
、
増
上
寺
に
は
土
屋
長
三
郎
が
行
く
。
宿
坊
に
つ
い
て
の
文

書
も
主
計
頭
か
ら
来
て
、
増
上
寺
の
子
院
で
、
一
条
殿
は
「
月
界
院
」、
二
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条
殿
は
「
良
源
院
」、
長
谷
三
位
は
「
慶
渡
院
」
と
の
こ
と
。（
江
戸
時
代
、

芝
増
上
寺
に
は
二
五
万
坪
の
境
内
に
四
八
の
子
院
が
あ
っ
た
） 

  

 

【大
岡
日
記 

原
文
】 

内
寄
合
延 

六
日 

 

吉 

四
時
過
ゟ
北
風
吹 

七
時
止 

 

①
一 

五
時 

衣
冠
太
刀
帯
出
宅
西
丸
江
登
城
、
駕
籠
脇
両
人
上
下
着
さ
せ
申
候 

 

②
一 

四
時 

公
方
様
紅
葉
山
御
社
参
相
済
還
御
被
遊
候
由
御
注
進
有
之
、
大
御

所
様
御
鋏
箱
出
候
ニ
付
衣
冠
行
列
ニ
罷
出
候
面
ゞ
申
合
御
玄
関
前
江
相
廻
、
右
十
二

人
有
之
筈
之
所
断
多
八
人
ニ
而
相
勤
候 

 

③
一 

無
程
御
玄
関
ゟ
御
轅
ニ
而
出
御
被
遊
、
御
右
之
方
自
分
御
左
之
方
石
川
内
膳

正
立
、
そ
れ
よ
り
名
順
之
通
行
列
相
立
供
奉
仕
候
、
河
野
豊
前
守
相
添
御
裏
門
通

紅
葉
山
御
社
参
、
上
之
御
石
段
ニ
留
り
平
伏
仕
候
、
大
御
所
様
出
御
ニ
御
引
続
大
納

言
様
大
広
間
御
駕
籠
台
ゟ
御
駕
籠
ニ
而
出
御
被
遊
、
大
紋
行
列
紅
葉
山
御
社
参
行
列

下
之
段
ニ
留
り
平
伏
、
御
二
方
様
即
刻
還
御
被
遊
、
行
列
御
成
之
節
之
通
御
玄
関
前

留
り
平
伏
、
御
続
被
遊
大
納
言
様
還
御
ニ
付
右
之
所
ニ
而
平
伏
仕
候
、
此
節
御
太
鼓

之
九
ツ
打
申
候 

 

④
一 

右
済
御
玄
関
前
ゟ
直
ニ
退
散
帰
宅 

 

⑤
一 

今
日
栄
樹
院
殿
三
十
三
回
御
忌
ニ
付
て
大
岡
吉
次
郎
方
ゟ
谷
中
瑞
林
寺
ニ
而

法
事
執
行
有
之
、
我
等
方
ゟ
も
付
法
事
執
行
申
付
候
、
右
ニ
付
八
時
熨
斗
目
半
袴
駕

籠
脇
両
人
上
下
着
用
致
せ
出
宅
、
瑞
林
寺
江
参
詣
七
半
時
前
帰
宅 

 

⑥
一 

今
日
御
三
ケ
所
様
紅
葉
山
御
宮
御
参
詣
、
公
方
様
行
列
ニ
ハ
束
帯
ニ
而
紀
伊
守

被
勤
、
大
御
所
様
行
列
ニ
者
衣
冠
ニ
而
自
分
相
勤
、
大
納
言
様
行
列
ニ
者
大
紋
ニ
而
因
幡

守
勤
、
御
本
丸
当
番
詰
番
共
主
計
頭
被
勤
候 

 

⑦
一 

主
計
頭
ゟ
手
紙
、
明
七
日
上
野
増
上
寺
江
一
条
殿
二
条
殿
長
谷
三
位
参
詣
ニ

付
、
増
上
寺
江
自
分
、
上
野
江
因
幡
守
被
詰
候
ニ
付
、
明
七
日
之
内
寄
合
相
延
候
由

申
来
、
右
ニ
付
中
務
殿
御
渡
候
由
石
河
土
佐
守
被
差
越
候
御
書
付
一
通
被
差
越
之
由

左
之
通 

増
上
寺
江
長
沢
壱
岐
守
畠
山
飛
騨
守
織
田
主
計
頭
大
岡
越
前
守
、
文
昭
院
様
有
章

院
様
両
御
霊
屋
江
両
公
参
詣
と
相
見
申
候
、
其
外
上
野
増
上
寺
勤
番
御
役
人
付
御
書

付
ニ
有
之
候
得
共
略
之
幷
上
野
増
上
寺
固
等
之
義
ニ
付
御
書
付
写
来
候
得
と
も
略
之 
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⑧
一 

一
条
殿
二
条
殿
長
谷
三
位
明
朝
六
半
時
出
門
上
野
江
参
詣
、
夫
よ
り
増
上
寺

江
参
詣
之
筈
之
由
、
上
野
江
ハ
御
目
付
横
田
十
郎
兵
衛
、
増
上
寺
江
ハ
土
屋
長
三
郎
被

参
候
、
両
公
宿
坊
も
書
付
来
、
増
上
寺
に
て
一
条
殿
宿
坊
月
海
院
、
二
条
殿
宿
坊

良
源
院
、
長
谷
三
位
宿
坊
者
慶
渡
院
之
由
主
計
頭
ゟ
申
来
候 

 
 
 
 
 

 

〈 

補
足
・
補
註 
〉 

・
西
暦
は
元
号
に
対
応
。
日
付
は
旧
暦
。
年
齢
は
数
え
年
。 

・
こ
の
日
記
が
書
か
れ
た
四
日
前
（
一
一
月
二
日
、
天
気
は
曇
）
に
将
軍
宣
下
（
朝

廷
か
ら
勅
使
が
来
て
、
征
夷
大
将
軍
に
任
命
さ
れ
る
儀
式
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

吉
宗
か
ら
家
重
へ
の
代
替
わ
り
直
後
に
、
忠
相
が
官
僚
と
し
て
ど
う
動
い
て
い

た
か
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

*

１ 

衣
冠
：
冠
を
被
り
帯
刀
し
た
礼
装 

*

２ 

江
戸
城
西
の
丸
：
将
軍
を
退
い
た
大
御
所
や
世
継
ぎ
が
生
活
し
て
い
た
御
殿 

*

３ 

紅
葉
山
：
歴
代
将
軍
の
霊
廟
が
あ
っ
た
江
戸
城
内
の
小
山 

*

４ 

鋏
箱
：
荷
物
入
れ
、
カ
バ
ン 

*

５ 

轅
の
輿
：
お
神
輿
の
形
式
の
乗
り
物 

*

６ 

石
川
内
膳
正
：
石
川
総
候
、
常
陸
下
館
藩
主
。
大
岡
日
記
注
記
に
は
桜
川
市

の
常
陸
国
真
壁
城
主
と
記
載 

*

７ 

西
の
丸
裏
門
：
坂
下
門
の
内
側
に
あ
っ
た
門
。
移
築
さ
れ
た
も
の
が
今
の
乾

門 

*

８ 

家
治
様
：
家
重
の
長
男
。
大
河
「
べ
ら
ぼ
う
」
で
は
眞
島
秀
和
さ
ん
演 

*

９ 

大
紋
行
列
：
譜
代
大
名
・
老
中
・
若
年
寄
が
大
紋
、
直
垂
、
烏
帽
子
を
着
用 

*

１
０ 

実
母
：
栄
樹
院
妙
泉
日
行
大
巳
の
こ
と
。
忠
相
の
実
母
・
栄
樹
院
（
正
徳

三
年
一
一
月
六
日
没
））
は
北
条
氏
重
の
娘
で
、
当
時
墓
所
は
谷
中
の
瑞
輪
寺

に
あ
っ
た
こ
と
が
大
岡
家
の
過
去
帳
で
も
確
認
で
き
ま
す
が
現
存
し
ま
せ
ん
。

寺
務
所
に
問
い
合
わ
せ
て
も
不
明
。
茅
ヶ
崎
市
高
田
の
本
在
寺
に
、
栄
樹
院
の

名
が
刻
ま
れ
た
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。 

（
写
真
：
向
か
っ
て
右
の
塔
、
栄
樹
院
ほ
か
大
岡
家
供
養
塔 

２
０
２
４
年
９
月
筆
者

撮
影
） 

 *

１
１ 

大
岡
吉
次
郎
：
高
田
村
の
領

主
の
忠
移
（
た
だ
よ
り
）。
高
田
村
の

大
岡
家
は
忠
相
の
実
家
。
忠
移
は
忠

相
の
実
父
（
忠
高
）
の
ひ
孫
に
当
た

る
。 

*

１
２ 

熨
斗
目
半
袴
：
ス
ー
ツ
的
な

服
装 

*

１
３ 

束
帯
、
衣
冠
、
大
紋
：
そ
れ

ぞ
れ
礼
装
の
種
類 

*

１
４ 

上
野
増
上
寺
：
上
野
寛
永
寺

と
芝
増
上
寺
の
こ
と 

*

１
５ 

一
条
殿
と
二
条
殿
と
長
谷
三
位
：
公
家
上
位
の
三
人
。
一
条
家
と
二
条
家

は
藤
原
氏
本
家
筋
の
摂
家
格
の
二
家
。
な
が
た
に
家
は
名
家
格 

 

【参
考
資
料
】 

〇
「
史
料
群
概
要 

三
河
国
額
田
郡
西
大
平
大
岡
家
文
書
」
／
国
文
学
研
究

資
料
館 

https://archives.nijl.ac.jp/siryo/ac1968304.html 
〇
「
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
」
上
・
中
・
下
巻 

大
岡
家
文
書
刊
行
会
編
纂

／
三
一
書
房 

１
９
７
２-

１
９
７
５
年 

〇
「「
ち
が
さ
き
と
大
岡
越
前
守
」
茅
ヶ
崎
市
史
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
１
２
／
茅

ヶ
崎
市
史
編
集
委
員
会   

２
０
１
０
年 
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〇
「
大
岡
越
前
守
」
宇
野
脩
平
／
日
本
放
送
出
版
協
会 

１
９
６
７
年
初
版 

 
○
「
紅
葉
山
御
宮
御
霊
屋
総
絵
図
」
／
東
京
都
立
大
学
図
書
館 

https://www.lib.tmu.ac.jp/minami-osawa/collection/mizuno-

ke/picture/1988/1993.html 

○
産
経
新
聞
記
事
（2024.11.23

） 

https://www.sankei.com/article/20241123-

SML3NRSYXVM7ZKQ27R63CMXKTU/ 

○
東
京
都
立
図
書
館 

https://archive.library.metro.tokyo.lg.jp/da/detail?tilcod=0000

000002-00006625 

○
大
江
戸
歴
史
散
歩
を
楽
し
む
会https://wako226.exblog.jp/21236464/ 

○
熨
斗
目 

萌
黄
平
絹
地
格
子
模
様 
桔
梗
紋
付
｜
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン 

文
化
庁https://bunka.nii.ac.jp/heritages/detail/553410 

○
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
第
７
新
訂 

堀
田
正
敦
等
編
／
続
群
書
類
従
完
成

会
１
９
６
５
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
） 

○
防
火
と
消
火
－
上
野
増
上
寺
駈
付
町
名
并
纏
挑
灯
等
雛
形 - 

国
立
公
文

書
館 

https://www.archives.go.jp/exhibition/digital/tenkataihen/fire/

contents/42/index.html#:~:text 

○
大
本
山 

増
上
寺https://www.zojoji.or.jp/info/history.html 

○
子
ど
も
火
消
し
の
浮
世
絵_

子
供
あ
に
ひ
纏
固
図
小
／
古
文
書
ネ
ッ
ト

https://komonjyo.net/kodomoaihimatoikozusyou.html 

○
く
ず
し
字
解
読
講
座 

４
／
静
岡
県
立
中
央
図
書
館

https://www.tosyokan.pref.shizuoka.jp/data/open/cnt/3/59/1/kz04

.pdf 

○
茅
ヶ
崎
ゆ
か
り
の
人
物
館
「
大
岡
ラ
ボ
」
報
告
書
／
加
藤
幹
雄 

２
０
２

４
年 

 
 
 
 
 
 
--------------------------------- 

輪
読
会
余
談 

《
高
座
丘
陵
》 

 

２
０
２
５
年
３
月
４
日
の
茅
ヶ
崎
市
史
４
輪
読
会
に
参
加
し
た
際
に
知
っ

た
「
高
座
丘
陵
」
が
気
に
な
っ
た
の
で
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。 

 

神
奈
川
県
に
は
、
相
模
原
市
か
ら
藤
沢
市
に
か
け
て
、
相
模
野
台
地
（
相

模
原
台
地
と
も
）
と
い
う
大
き
な
台
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
南
端

の
、
相
模
野
台
地
と
は
由
来
が
異
な
る
「
高
座
台
地
」（
高
座
丘
陵
と
も
）

の
上
に
、
茅
ヶ
崎
市
香
川
・
甘
沼
・
赤
羽
根
以
北
の
小
出
地
区
は
あ
り
ま

す
。
大
岡
忠
政
（
大
岡
忠
相
の
４
代
前
の
祖
先
）
は
徳
川
家
康
に
伴
っ
て
関
東

に
移
り
知
行
地
を
与
え
ら
れ
て
堤
村
の
高
台
に
陣
屋
を
構
え
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
ブ
ラ
タ
モ
リ
的
に
い
う
と
「
大
岡
陣
屋
は
高
座
台
地
の
ヘ
リ
に
あ
っ

た
」
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。 

【
参
考
資
料
】 

○
相
模
野
台
地
に
分
布
す
る
中
津
層
群
と
段
丘
堆
積
物
／
神
奈
川
博
調
査
研

報
（
自
然
）2021, (16), 125-136. 

https://nh.kanagawa-

museum.jp/www/contents/1612424247437/simple/chouken16_125_136ka

wajiri.pdf 

○
茅
ヶ
崎
市
の
地
形
及
び
地
質
の
状
況
／
茅
ヶ
崎
市 

２
０
２
３
年
３
月
３

１
日

https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/bosai/1001267/1001270.ht

ml 
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風 

 

自
由
投
稿
欄 

 
 
 

 

家
族
と
歩
く
春
の
街 

ロ
ン
ド
ン 

コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン 

川
村
美
子
（
ロ
ン
ド
ン
在
住
） 

 

家
族
と
歩
く
春
の
街
。
コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス

に
バ
レ
エ
を
観
に
行
き
ま
し
た
。 

 

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
で
は
、
日
本
人
プ
リ
ン
シ
パ
ル
（
ト
ッ
プ
ダ
ン
サ
ー
）
を
中

心
に
、
堂
々
と
し
た
優
雅
な
踊
り
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
帰
り
道
、
昔
、

エ
リ
ア
ナ 

パ
ブ
ロ
バ
さ
ん
が
、
七
里
ヶ
浜
に
バ
レ
エ
学
校
を
開
い
た
の
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
茅
ヶ
崎
出
身
の
歌
手
尾
崎
紀
世
彦
さ
ん
の

お
父
様
、
藤
田
（
尾
崎
）
繁
さ
ん
が
日
本
人
第
一
号
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー
に

な
り
、
そ
の
後
、

優
れ
た
バ
レ
ー
ダ

ン
サ
ー
や
バ
レ
リ

ー
ナ
が
育
ち
、
日

本
中
に
拡
が
り
、

今
は
な
ん
と
多
く

の
日
本
人
の
バ
レ

エ
ダ
ン
サ
ー
、
バ

レ
リ
ー
ナ
が
国
際

的
に
活
躍
な
さ
っ

て
る
こ
と
で
し
ょ

う
か
！ 

 

や
は
り
湘
南
地
方
は
文
化
、
芸
術
な
ど
の
重
要
な
拠
点
な
の
だ
と
確
認
し

ま
す
。 

 

コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
は
、
ま
た
大
道
芸
の
聖
地
と
し
て
も
有
名
で
す
。
観

衆
を
引
き
込
み
、
そ
の
目
を
釘
付
に
し
て
る
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
よ
う
な
手
品

師
と
出
会
い
、
時
々
足
を
運
び
ま
す
が
、
私
達
が
行
く
と
と
て
も
喜
ん
で
く

れ
ま
す
。
他
の
大
道
芸
人
達
も
幸
せ
そ
う
に
こ
の
広
場
に
溶
け
込
み
、
近
く

に
あ
る
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
も
、
彼
等
の
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
舞
台
装
置
の
様

に
見
え
ま
す
。 

 

カ
ラ
フ
ル
な
外
観
の

パ
ン
屋
さ
ん
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
近
く
に
は
、

イ
ー
ス
タ
ー
シ
ー
ズ
ン

に
英
国
人
が
欠
か
さ
な

いHot 
Cross 

Bun

と

い
う
十
字
架
の
切
り
込

み
模
様
の
パ
ン
の
、
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
で
か
つ
ス

パ
イ
シ
ー
な
香
り
が
漂

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
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Bun

を
真
横
に
半
分
に
切
り
、
ト
ー
ス
ト
し
、
バ
タ
ー
を
つ
け
て
い
た
だ
く

の
で
す
。
日
本
で
も
売
っ
て
い
ま
す
ね
。 

 
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ス
パ
ー
ク
も
有
名
で
、
バ
ッ
キ
ン

グ
パ
レ
ス
（
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
）
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
を

書
い
て
い
る
の
は
三
月
で
す

が
、
花
壇
に
は
黄
色
の
ラ
ッ

パ
水
仙
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な

花
や
ア
ー
モ
ン
ド
、
プ
ラ
ム

な
ど
が
咲
き
誇
り
、
春
の
訪

れ
を
告
げ
て
ま
す
。 

 

ウ
イ
ン
ド
ゥ
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
有
名
な
デ
パ
ー
ト
も

黄
色
が
目
立
ち
、
華
や
ぎ
眩

し
い
で
す
。
こ
ち
ら
は
、
イ

ー
ス
タ
ー
の
お
祝
い
を
大
切

に
し
、
ひ
よ
こ
の
形
の
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ
グ
な
ど
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
あ
い
、
ロ
ー
ス
ト

ラ
ム
が
ご
馳
走
で
す
。 

 

さ
あ
明
る
い
日
差
し
を
浴

び
な
が
ら
、
ピ
カ
デ
リ
ー
サ

ー
カ
ス
を
通
り
、
コ
ベ
ン
ト
ガ
ー
デ
ン
ま
で
散
歩
し
ま
し
ょ
う
！ 

そ
う
、

ロ
ン
ド
ン
の
中
心
部
は
歩
い
て
廻
れ
る
所
が
多
い
で
す
よ
。
歩
く
の
が
健
康

法
と
言
わ
れ
、
郷
土
会
の
皆
様
を
見
習
い
、
歩
こ
う
、
歩
こ
う
、
私
は
元
気

    

 

実
は
、
ロ

ン
ド
ン
に
永

住
し
四
十
一

年
た
ち
ま
す

が
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ

た
事
も
多

く
、
こ
の
原

稿
を
書
か
せ

て
い
た
だ
く

事
に
よ
り
、

英
国
の
良
さ

や
日
本
と
の

繋
が
り
を
再

確
認
し
、
ま

た
新
発
見
も

あ
り
、
誠
に

感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
皆

様
の
ご
健
康

を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま

す
。 
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（
画
像
は
筆
者
提
供
） 

 
【
補
注 

―

ウ
キ
ペ
デ
ィ
ア
か
ら
引
用 

―

編
集
子―

】 

コ
ヴ
ェ
ン
ト
・ガ
ー
デ
ン
（Coven

t G
arden

）は
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
シ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
の
中
に
存
在
す
る
地
区
。
商
店
や
娯
楽
施
設

が
立
ち
並
び
、
人
ご
み
で
賑
や
か
な
場
所
で
あ
る
。
長
い
歴
史
を
持
つ
が
、

１
９
８
０
年
に
大
改
装
を
受
け
観
光
客
を
対
象
と
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
ロ
イ
ヤ
ル
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
を
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・

ガ
ー
デ
ン
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
る
。 

ロ
イ
ヤ
ル
・オ
ペ
ラ
・ハ
ウ
ス
（Royal O

p
era H

ou
se

）は
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・
ガ
ー
デ

ン
に
あ
る
歌
劇
場
。
ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
、
ロ
イ
ヤ
ル
・
バ
レ
エ
団
そ
し
て

ロ
イ
ヤ
ル
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
本
拠
地
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
合
計
約
２
千
人
の
聴
衆
を
収
容
で
き
る
４
階
建
て
の
円
形
観
客

席
を
有
し
、
観
客
席
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
の
指
定
建
造
物
と
な
っ
て
い
る
。 

セ
ン
ト
・ジ
ェ
ー
ム
ズ
・パ
ー
ク( S

t Jam
es's P

ark)

ロ
ン
ド
ン
中
央
部
に
あ
る

２
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
公
園
。 

ビ
ッ
グ
・ベ
ン
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
宮
殿
に
付
属
す
る
時
計

塔
。

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

  
 
 

幾
と
せ
ふ
る
さ
と
来
て
み
れ
ば 

 
 
 
 
 
 

想
い
で
の
秦
野
を
訪
ね
て 

齋
藤
和
夫

 

 

昨
年
暮
れ
の
県
の
た
よ
り
に
、
神
奈
川
の
遺
跡
展
（
か
な
が
わ
縄
文
中
期

の
輝
き
）
が
「
は
だ
の
歴
史
博
物
館
」
で
展
示
さ
れ
る
と
い
う
記
事
が
掲
載

さ
れ
、
同
館
の
名
前
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
嘗
て
暮
ら
し
た
彼
の
地
を
久
し

ぶ
り
に
逍
遥
し
て
み
る
気
に
な
り
ま
し
た
。 

 

は
だ
の
歴
史
博
物
館 

 

（
〒
二
五
九―

一
三
〇
四 

神
奈
川
県
秦
野
市
堀
山
下
三
八

〇―

三
） 

 

「
秦
野
市
立
桜
土
手
古
墳
展
示
館
」
は
平
成
二
年
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

「
は
だ
の
歴
史
博
物
館
」
と
な
り
ま
し
た
。 

 
現
地
は
小
田
急
線
渋
沢
駅
か
ら
徒
歩
二
〇
分
、
丹
沢
山
地
を
望
む
古
墳
公

園
内
に
あ
り
ま
す
。
園
内
に
は
博
物
館
の
他
に
数
基
の
復
元
古
墳
が
あ
り
、

近
く
の
保
育
園
児
た
ち
も
来
て
い
ま
し
た
。
館
内
に
は
常
設
の
、
古
墳
時
代
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か
ら
平
安
・
江
戸
・
現
代
に
至
る

ま
で
の
歴
史
、
文
化
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
遺
跡
展
と
し
て
秦
野
・

寒
川
・
厚
木
・
海
老
名
・
相
模

原
・
横
浜
・
川
崎
・
横
須
賀
な
ど

県
内
各
地
の
出
土
品
や
、
ま
た
、

ム
ラ
の
竪
穴
住
居
跡
、
環
状
集
落

の
発
掘
現
場
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
縄
文
中
期
は
集
落
や
住
居

が
多
く
な
り
、
社
会
的
に
も
繫
栄

し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
発
掘
さ
れ
た
土
器
は
、
把
手
（
と

っ
て
）
付
き
・
鍔
（
つ
ば)

付
き
・
鉢

型
な
ど
様
々
で
、
埋
葬
墳
墓
か
ら

は
人
骨
や
埋
葬
品
な
ど
も
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
用
の
石
器
・
食
料
調
理
用
の
土
器
・
宗
教
関
連
の
土

偶
・
装
飾
品
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

旧
秦
野
二
宮
間
軽
便
鉄
道
駅
跡 

 

秦
野
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
富
士
山
宝
永
噴
火
の
影
響
で
主
要
作
物
は
葉

た
ば
こ
・
落
花
生
・
織
物
な
ど
で
、
市
内
に
は
葉
た
ば
こ
の
専
売
局
工
場
も

あ
り
ま
し
た
。
当
時
の
産
物
の
輸
送
先
は
平
塚
よ
り
二
宮
の
方
が
距
離
的
に

近
い
の
で
、
明
治
三
十
九
年
に
馬
車
鉄
道
と
し
て
設
立
、
そ
の
後
蒸
気
運
転

の
軽
便
鉄
道
と
し
て
輸
送
量
も
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
二
年

の
小
田
急
線
の
開
通
に
よ
り

旅
客
、
貨
物
と
も
減
少
し
て

経
営
不
振
に
陥
り
、
昭
和
十

二
年
に
廃
線
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

軽
便
鉄
道
は
市
街
地
中
心

部
に
あ
り
ま
し
た
が
、
葉
た

ば
こ
栽
培
の
終
了
に
伴
い
、

専
売
局
工
場
も
廃
止
さ
れ
て
、

現
在
、
工
場
跡
は
イ
オ
ン
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
〒

二
五
七―

〇
〇
四
一 

神
奈
川
県

秦
野
市
入
船
町
一
二―

一
）
と
な
っ
て
い
て
、
近
く
に
は
秦
野
駅
跡
の
標
示
板

の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
表
示
板
の
説
明
文
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

（
現
物
は
横
書
き
） 

 

馬
車
鉄
道
・
軽
便
鉄
道
・
湘
南
軌
道
の
沿
革  

秦
野
駅 

 

通
称
「
軽
便
」
は
、
明
治
３
９
（
１
９
０
６
）
年
に
湘
南
馬
車
鉄
道
株

式
会
社
が
秦
野
町(

現
在
、
秦
野
市 

本
町
三
丁
目)

～
吾
妻
村(

現
在
、

二
宮
町
二
宮)

間
の
道
路
９
．
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
幅
二
尺
五
寸
（
７
６
．
２

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
の
軌
道
を
敷
設
し
た
馬
車
鉄
道
の
運
行
が
始
ま
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

馬
車
鉄
道
は
、
一
頭
の
馬
が
小
さ
な
客
車
ま
た
は
貨
車
を
引
く
も
の

で
、
大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
に
は
動
力
が
馬
か
ら
無
煙
炭
燃
料
汽
動
車

(

蒸
気
機
関)

に
代
わ
り
、
社
名
も
湘
南
軽
便
鉄
道
株
式
会
社
と
な
り
ま

し
た
。
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年
に
湘
南
軌
道
株
式
会
社
へ
軌
道
特
許
権
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が
譲
渡
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
沿
線
は
、
草
葺
屋
根
の
民
家
が
ほ
と

ん
ど
で
、
火
の
粉
の
飛
散
を
防
ぐ
た
め
、
独
自
に
開
発
し
た
ラ
ッ
キ
ョ

ウ
型
煙
突
を
付
け
た
機
関
車
が
、
客
車
や
貨
車
を
牽
引
し
て
い
ま
し
た
。

旅
客
は
秦
野
地
方
専
売
局
の
職
員
や
大
山
へ
の
参
拝
者
で
、
貨
物
は
葉

た
ば
こ
、
た
ば
こ
製
品
、
木
材
、
綿
糸
な
ど
で
秦
野
の
産
業
発
展
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
地
付
近
に
は
、
大
正
１
０
（
１
９
２
１
）
年
か
ら
の
軌
道
延
長
工

事
に
よ
り
、
台
町
駅
に
あ
っ
た
秦
野
駅
が
移
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
正
１

２
（
１
９
２
３
）
年
に
は
専
売
局
の
構
内
に
煙
草
類
積
降
専
用
ホ
ー
ム
が

設
け
ら
れ
、
引
込
み
線
の
接
続
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
秦
野
に
は
、
こ
の

ほ
か
台
町
駅
、
大
竹
駅
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

大
正
１
０
（
１
９
２
１
）
年
に
は
、
秦
野
自
動
車
株
式
会
社
が
秦
野
～

二
宮
間
の
営
業
を
開
始
し
、
大
正
１
２
（
１
９
２
３
）
年
の
関
東
大
震
災

に
よ
る
軌
道
の
損
害
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
の
小
田
急
開
通
な
ど
に

よ
り
鉄
道
経
営
が
厳
し
く
な
り
、
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
旅
客
運
輸

を
、
昭
和
１
０
（
１
９
３
５
）
年
は
軌
道
全
線
の
営
業
を
休
止
し
、
昭
和

１
２
（
１
９
３
７
）
年
に
軌
道
運
輸
事
業
を
廃
止
し
て
い
ま
す
。 

 

明
治
、
大
正
、
昭
和
の
時
代
を
走
り
抜
け
た
「
け
い
べ
ん
」
の
想
い

出
は
人
々
の
胸
の
中
に
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

秦
野
市
市
制
５
０
周
年
記
念
事
業
「
軽
便
鉄
道
歴
史
継
承
事
業
」 

 

秦
野
市 
 

平
成
１
７
（
２
０
０
５)

年
９
月 

  

軽
便
鉄
道
の
路
線
は
ほ
ぼ
現
在
の
二
宮
県
道
に
沿
っ
て
い
て
、
中
井
町
の

井
ノ
口
を
経
由
し
て
二
宮
駅
北
口
に
達
し
て
い
ま
し
た
。
駅
跡
は
秦
野
駅
と

同
じ
く
表
示
板
の
み
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
れ
ま
で
は
軽
便
秦
野
駅
は
「
秦
野
駅
」
と
名
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、
小

田
急
線
の
開
通
に
よ
り
小
田
急
線
の
新
駅
は
少
し
離
れ
て
い
て
、
区
別
す
る

た
め
に
「
大
秦
野
駅
」
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
二
年
は
現
在

の
「
秦
野
駅
」
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

秦
野
水
道
発
祥
の
地
公
園 

（
曽
屋
水
道
記
念
公
園 

神
奈
川
県
秦
野
市
水

神
町
九―

二
三
） 

 

旧
称
は
曽
屋
配
水
場
と
い
い
ま
し
た
。
秦
野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
明

治
二
十
三
年
か
ら
給
水
を
開
始
し
た
曽
屋
配
水
場
は
一
九
八
三
年
に
そ
の
役

割
を
終
え
、
一
九
九
〇
年
に
は
公
園
と
し
て
整
備
し
て
、
現
在
は
市
民
へ
開

放
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
配
水
池

や
ポ
ン
プ
室
の
遺
構
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。」
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

秦
野
は
地
形
が
盆
地
で
、
降
っ
た

雨
は
地
下
に
浸
透
し
て
地
下
水
と
な

り
、
水
質
は
極
め
て
良
好
で
す
。
市

内
を
流
れ
る
水
無
川
は
そ
の
名
の
と

お
り
丹
沢
山
地
を
源
流
と
す
る
伏
流

水
で
、
普
段
の
水
量
は
わ
ず
か
で
す

が
、
下
流
の
金
目
川
や
花
水
川
に
な

る
と
水
量
も
増
え
て
相
模
湾
に
注
い

で
い
ま
す
。 
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終
わ
り
に 

 
市
内
の
一
部
を
巡
っ
て
、
古
代
よ
り
中
世
・
近
代
に
至
る
先
人
た
ち
が
培

っ
て
き
た
地
域
の
生
活
の
営
み
の
一
端
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
三
〇
〇
年

に
わ
た
る
葉
た
ば
こ
耕
作
の
終
焉
に
よ
り
、
た
ば
こ
畑
は
工
業
団
地
に
変
貌

し
、
多
く
の
企
業
が
進
出
し
て
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
往
年
の
先
輩
た
ち
の
偉
業
を
偲
ん
で
毎
年
九
月
下
旬
に
は
秦
野

た
ば
こ
祭
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

う
ぶ
な
緑
に
情
け
の
露
が 

 
 
 
 
 
 
 
 

濡
れ
て
愛
し
や
エ
ー
な
ん
と
し
ょ 

た
ば
こ
苗 

 

ソ
レ 

は
だ
の
葉
た
ば
こ
畑
つく
り 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ハ
ー
見
て
く
れ
は
だ
の
の
働
き
手 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（秦
野
タ
バ
コ
音
頭
の
一
節
） 

  

昭
和
二
十
三
年
か
ら
中
学
時
代
を
過
ご
し
た
わ
ず
か
三
年
半
を
ふ
る
さ
と

と
呼
ぶ
に
は
い
さ
さ
か
大
仰
で
す
が
、
青
春
思
春
期
の
ほ
ろ
苦
い
想
い
出
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
画
像
は
筆
者
提
供
） 

【
本
文
執
筆
で
参
考
に
し
た
図
書
】 

『
縄
文
ム
ラ
の
繫
栄 

か
な
が
わ
縄
文
中
期
の
耀
き
』
神
奈
川
県
教
育
委
員 

 
 

会 

二
〇
二
四 

『
か
な
が
わ
鉄
道
廃
線
紀
行
』
森
川
天
喜
著 

神
奈
川
新
聞
社 

二
〇
二
四 

『
秦
野
ふ
る
さ
と
め
ぐ
り
』 

秦
野
市
教
育
研
究
所 

二
〇
一
七 

 

    
 

茅ヶ崎郷土会へ入会のお誘い 

  活動 

  〇史跡や文化財・歴史を訪ねて各地の歴史探訪 

  〇茅ヶ崎郷土史や民俗の学習会 

  〇各地に訪ねた名所旧跡の写真展 

 

  会報『郷土ちがさき』 年３回発行 会員の発表の場です 

  〇調査・研究の掲載 

  〇エッセイ・短歌・俳句・探訪記・提案・思い・図書紹介 

   などなどの投稿 

  〇事業予定、事業報告など 

 

  会員約70人 年会費1,500円 入会金 なし 

 

  入会 

  入会するときは、 

  〇申込日 〇氏名 〇連絡先（住所・電話・male address 

   など）を書面にして出してください。 

 



令和 7年(2025)5月 1日発行     郷土ちがさき（163号） 茅ヶ崎郷土会 

 

~ 13 ~ 

 

 
短
歌
七
首 

 

 
 

ふ
る
さ
と 

 

藤
間
克
子 

著
莪

し

ゃ
が

の
花
稲
荷
の
裏
に
咲
く
頃
か
老
い
の
身
と
な
り
ふ
る
さ

と
訪
え
ず 

 

我
老
い
て
故
里

さ

と

の
小
川
を
な
つ
か
し
む
泥
鰌

ど
じ
ょ
う

掬 す
く

い
つ
蛭 ひ

る

に
刺

さ
れ
つ 

 

桜
散
り
田
起
こ
し
前
の
田
に
降
り
て
穴
に
ひ
そ
み
し
田
螺

た

に
し

を
捜
し
ぬ 

 

終
戦
前
後
食
べ
物
不
足
を
補
い
て
田
螺
は
大
事
な
栄
養
源

た
り 

 

ふ
る
さ
と
の
田
圃
は
住
宅
地
と
な
り
て
田
螺
は
疾
う
に
住

み
処 か

失
う 

 

亡
夫

つ

ま

が
植
え
し
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
花
仰
ぐ
「満
開
だ
ね
ー
」花

陰
よ
り
声 

 

煙
る
ご
と
枝
垂
れ
柳
の
芽
吹
き
し
を
夫
在
れ
ば
共
に
仰
が

ん
も
の
を 

新
暦
短
歌
会
々
員 
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歴
史
を
語
る
地
域
の
宝
物 

名
取
龍
彦 

  
 

「
も
の
」
に
語
ら
せ
る 

 

現
在
は
「
も
の
」
の
映
像
が
欲
し
い
と
思
っ
た
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ

で
検
索
し
、
瞬
時
に
必
要
な
「
も
の
」
の
映
像
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
画
面
に
映
し
出
さ
れ
た
映
像
は
ひ
と
つ
だ
け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の

違
っ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
在
す
る
「
も
の
」
も
あ
り
ま
す

が
、
画
面
上
だ
け
の
、
手
に
取
る
こ
と
の
出
来
な
い
架
空
の
も
の
も
あ
り
ま

す
。
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世
界
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
創
造
物
・
・
・
。 

 

た
だ
ひ
と
つ
の
、
現
実
に
存
在
す
る
「
も
の
」
の
歴
史
を
大
切
に
し
た
い

で
す
。
そ
の
も
の
が
ど
こ
か
で
生
ま
れ
、
人
と
関
わ
っ
た
歴
史
、
他
の
も
の

と
関
わ
っ
た
歴
史
。
も
の
自
身
は
言
葉
を
発
し
ま
せ
ん
が
、
も
の
と
出
会
っ

た
人
が
、
も
の
の
発
す
る
言
葉
を
想
像
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。 

 

も
の
に
語
っ
て
も
ら
う
に
は
、
や
は
り
実
物
、
本
物
が
よ
い
で
す
。 

  
 

小
出
小
学
校
民
俗
資
料
室 

図
１ 

農
具
の
展
示
エ
リ
ア 

図
２ 

生
活
用
品
の
展
示
エ
リ
ア 

 

今
年
三
月
に
小
出
小
学
校
の
民
俗
資
料
室
を
訪
問
し
ま
し
た
（
図
１
、
図

２
）
。
資
料
室
整
備
の
お
手
伝
い
を
さ
れ
て
い
る
鴨
志
田
聡
さ
ん
か
ら
養

蚕
・
製
糸
関
係
の
資
料
が
あ
る
の
で
見
て
欲
し
い
と
の
依
頼
が
き
ま
し
た
。

私
が
茅
ヶ
崎
純
水
館
研
究
会
員
だ
か
ら
で
す
。
鴨
志
田
さ
ん
は
協
力
者
と
し

て
校
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
後
の
民
俗
資
料
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
支
援
な
さ

っ
て
い
る
元
小
出
小
学
校
の
先
生
で
す
。
か
つ
て
小
出
村
や
茅
ヶ
崎
町
を
含

む
高
座
郡
は
養
蚕
業
が
と
て
も
盛
ん
で
し
た
。
明
治
三
十
二
（
一
八
九
九
）

年
に
は
小
出
村
芹
沢
に
平
本
製
糸
場
が
設
立
さ
れ
ま
す
。
純
水
館
茅
ヶ
崎
製

糸
所
が
茅
ケ
崎
駅
前
に
開
業
し
た
の
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
で
す
。 

 

展
示
室
に
な
っ
た
教
室
に
は
数
多
く
の
民
俗
資
料
が
並
び
、
入
室
し
て
す

ぐ
に
様
々
な
人
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
空
間
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
資
料
室
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づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
一
枚
の
お
知
ら
せ
文
を
鴨
志
田
さ
ん
か
ら
見

せ
て
い
た
だ
き
、
や
は
り
地
域
の
方
々
の
思
い
が
結
集
し
た
場
所
だ
と
得
心

し
ま
し
た
。
お
知
ら
せ
文
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
昭
和
五
十
七
（
一
九
八

二
）
年
十
月
三
十
日
に
小
出
小
学
校
長
名
、
小
出
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
名
で

出
さ
れ
た
「
民
俗
資
料
収
集
に
つ
い
て
の
お
願
い
」
で
す
。 

 

こ
の
た
び
、
わ
れ
わ
れ
の
父
母
、
あ
る
い
は
先
代
の
方
々
が
従
来
使

用
し
て
ま
い
り
ま
し
た
古
い
生
活
用
品
、
道
具
類
、
農
機
具
等
の
民
俗

資
料
を
収
集
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
運
営
委
員
会
で
も
お
願
い
し
、

過
日
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
の
節
に
も
、
民
俗
資
料
収
集
校
の
相
模
原
市
立
田

名
小
学
校
を
会
員
の
皆
さ
ま
と
参
観
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
小
出
地
区
も
年
々
都
市
化
が
す
す
み
、
む
か
し
の
生
活
を
伝
え

る
道
具
類
が
殆
ん
ど
散
逸
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
わ
た
く
し
た
ち

の
生
活
文
化
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き
た
か
を
今
後
の
こ
ど
も
た
ち

に
伝
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
家
の
物
置
そ
の
他
に
残
っ
て
い
る
生
活
用
品
で
、
ご
不
要
の
品

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
学
校
へ
ご
寄
贈
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い

と
存
じ
ま
す
。 

 

今
年
は
戦
後
八
十
年
。
世
界
で
は
現
在
も
戦
争
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
品
の
中
か
ら
戦
争
を
考
え
る
資
料
に
な
る
秀
逸
な
資
料
二
点
を
紹
介
し

ま
す
。 

 

一
点
目
（
図
３
） 

土
の
羽
釜
（
は
が
ま
） 

羽
釜
に
入
っ
て
い
た
展
示
解
説
文
か
ら 

「
戦
争
中
、
武
器
を
つ
く
る
鉄
な
ど
の
資
源
が
足
り
な
く
な
り
、
家
庭
で

使
っ
て
い
た
な
べ
や
や
か
ん
な
ど
の
金
属
製
品
を
国
に
さ
し
出
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ご
は
ん
を
た
く
羽
釜
も
さ
し
出
し
た
た
め
、
土
の
羽
釜
が

代
用
品
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
」（
漢
字
に
は

読
み
仮
名
が
振
っ
て
あ
り
ま
す
） 

  

二
点
目
（
図
４
） 

鉄
塔
を
貫
通
し
た
弾
丸

の
痕 

 

展
示
室
の
南
側
に
鉄
塔
が
見
え
ま
す
。
図

４
は
、
現
在
の
鉄
塔
を
作
る
前
に
取
り
壊
さ

れ
た
鉄
塔
に
残
っ
て
い
た
弾
丸
の
痕
で
す
。

貫
通
し
た
穴
は
鉄
が
溶
け
た
よ
う
に
見
え
ま

す
。
戦
時
中
、
小
出
小
学
校
の
校
庭
に
地
域

の
方
々
が
集
ま
っ
て
い
た
と
き
に
米
軍
の
戦

闘
機
か
ら
機
銃
掃
射
が
あ
り
ま
し
た
。
鉄
塔

に
弾
丸
が
当
た
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
被
害
が

も
っ
と
広
が
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
歴
史
を
も
の
語
る
遺
物
で
す
。

鉄
塔
を
建
て
替
え
る
時
に
、
地
元
の
方
が
鉄

塔
の
一
部
を
譲
り
受
け
、
台
座
を
つ
け
て
歴

史
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
小
出
小
学
校
に
寄

贈
し
ま
し
た
。
鉄
く
ず
に
な
っ
て
ど
こ
か
へ

運
ば
れ
て
い
た
ら
、
弾
痕
の
強
烈
な
印
象
が

伝
わ
る
穴
が
現
在
に
残
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
遠
い
場
所
の
歴
史
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
場
所
で
起
き
た

事
実
の
資
料
だ
か
ら
こ
そ
、
も
の
が
語
る
言

葉
数
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
言
葉
に
耳
を
か

た
む
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 
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二
点
と
も
地
域
の
方
々
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
貴
重
な
資
料
で
す
。
こ
の
資

料
を
は
じ
め
多
く
の
民
俗
資
料
が
学
校
内
に
あ
り
、
実
物
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
小
出
小
学
校
の
児
童
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。 

  
 

棄
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か
せ
ば
宝
物 

 

私
は
蚕
糸
業
（
蚕
種
業
、
養
蚕
業
、
製
糸
業
）
に
関
す
る
資
料
を
数
多
く

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
紙
ベ
ー
ス
の
資
料
も
あ
り
ま
す
が
民
俗
資
料
も
多
い
で

す
。 

私
の
所
蔵
資
料
は
家
族
か
ら
「
ゴ
ミ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
「
ゴ
ミ
」「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
作
ら
れ
た
造
語
で

す
。
娘
が
命
名
し
ま
し
た
。
資
料
の
入
手
方
法
は
、
頂
き
物
、
田
舎
（
長
野

県
）
で
行
き
つ
け
だ
っ
た
骨
董
屋
さ
ん
（
数
年
前
に
店
仕
舞
い
し
て
し
ま
っ
た
！
）

と
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
か
ら
の
購
入
品
で
す
。
私
の
手
元
に
集
ま
っ
た
資

料
は
ゴ
ミ
に
な
ら
ず
に
、
第
二
の
人
生
（
物
生
？
）
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
「
も
の
」
が
発
す
る
こ
と
ば
を
聞
き
、
私
の
言
葉
で
発
信
を
続
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
五
感
を
使
っ
て
「
も
の
」
に
接
す
る
機
会
を
た
く
さ
ん

提
供
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

                        
 
 

（
画
像
は
筆
者
提
供
）

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

  
 
 

こ
ん
な 

シ
ン

新

・
盆
踊
り 
ど
う
で
し
ょ
う 

長
谷
川
由
美

 

前
号
（
会
報
一
六
二
号
二
〇
二
五
年
一
月
発
行
）
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
受
講
を

し
て
い
た
「
障
が
い
の
あ
る
人
と
考
え
る
舞
台
芸
術
講
座
」
企
画
実
践
編
の

視
察
研
修
（
神
戸
市
長
田
区DANCE BOX

等
に
つ
い
て
）
レ
ポ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
こ
の
講
座
は
、
文
化
庁
の
障
害
者
等
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
推
進
事

業
で
、
委
託
を
受
け
た
一
般
社
団
法
人
が
主
催
し
た
も
の
で
す
。 

 

講
座
の
総
ま
と
め
で
あ
る
「
企
画
発
表
会
」
が
一
月
末
に
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
か
ら
の
受
講
者
一
八
名
が
四
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表
し
ま
し
た

の
で
、
今
号
で
私
が
参
加
し
た
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
企
画
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

ま
ず
、
私
た
ち
Ｄ
グ
ル
ー
プ
は
五
人
。
次
の
と
お
り
多
種
多
様
な
メ
ン
バ

ー
で
し
た
。 

１ 

劇
場
職
員
で
事
業
制
作
の
担
当
者
／
横
浜
市 

２ 

福
祉
職
員
兼
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
都
道
府
県
単
位
で
設
置
さ
れ

た
障
害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
機
関
）
の
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ

ー
タ
ー
／
山
形
市 

３ 

福
祉
事
業
所
の
生
活
支
援
員
で
あ
り
、
即
興
演
劇
を
教
育
現
場
、
精
神

障
害
デ
イ
ケ
ア
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で
展
開
す
る
役
者
／
神
戸
市 

４ 

吃
音
の
当
事
者
で
あ
り
、
演
劇
活
動
を
行
い
大
学
院
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
当
事
者
が
表
現
活
動
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
学
生
。
役

者
／
大
阪
市 
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５ 

市
議
会
議
員
で
、
市
民
活
動
と
し
て
地
域
の
文
化
芸
術
活
動
、
演
劇
活

動
に
参
加
す
る
役
者
／
茅
ヶ
崎
市 

 

 
こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
に
散
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
、
日
常
的
な
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
基
礎
講
座
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

い
、
そ
の
上
で
、
神
戸
市
、
浜
松
市
等
、
舞
台
芸
術
へ
の
障
害
者
の
参
画
を

進
め
て
い
る
活
動
団
体
へ
現
地
視
察
研
修
を
し
ま
し
た
。 

 

★ 

提
出
し
た
企
画
案
「
み
ん
な
で
つ
く
る
シ
ン
・
盆
踊
り
」 

 

Ｄ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
共
に
参
加
で
き
る
場
は
思
い
の
ほ
か
少
な
い
こ

と
、
さ
ら
に
、
障
害
の
認
定
は
受
け
て
い
な
く
て
も
、
ず
っ
と
立
っ
て
い
る

の
は
辛
い
・
見
え
に
く
い
・
聞
こ
え
に
く
い
・
対
人
関
係
が
苦
手
と
い
っ
た

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
人
も
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
こ
と
も
で
き
、
い
つ
も
は
一
緒

に
い
る
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と
場
を
共
有
で
き
る
こ
と
、
そ
の
中
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て
い
く
こ
と
、
を
目
指
し
た
「
盆
踊
り
」
の
企
画
を
組
み

立
て
ま
し
た
。 

 

こ
の
企
画
は
二
つ
の
活
動
の
流
れ
で
構
成
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
障
害
が

あ
る
人
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前
提
で
す
。 

 

一
つ
は
、
ま
ち
の
風
土
を
生
か
し
、
取
り
入
れ
る
創
作
活
動
と
し
て
、
新

し
い
「
盆
踊
り
」
を
つ
く
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
盆
踊

り
大
会
で
発
表
し
、
み
ん
な
で
踊
る
と
い
う
も
の
。
指
先
、
手
先
だ
け
、
上

半
身
、
下
半
身
だ
け
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
を
基
本
と

し
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
は
、
昔
か
ら
あ
る
盆
踊
り
大
会
を
よ
り
親
し
み
や
す
い
も
の
に

す
る
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
を
募
り
、
障
害
が
あ
る
人
へ
の
対
応
を
学
び
な
が

ら
、
障
害
を
持
つ
当
事
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
丁
寧
に
行
い
、
だ
れ
も
が
参

加
で
き
、
参
加
し
や
す
い
場
と
し
て
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
。 

 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
る
う
ち
に
、
な
ん
と
、
茅
ヶ
崎
市
う
み
か
ぜ
テ
ラ

ス
が
会
場
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
こ
と
で
仮
想
会
場
に
な
り
ま
し
た
。

理
由
は
、
公
共
施
設
で
、
福
祉
と
教
育
の
複
合
施
設
で
あ
る
こ
と
、
建
物
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
、
広
い
駐
車
場
が
隣
接
し
て
お
り
、
身
体
的
障

害
の
あ
る
人
や
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
こ
と
。
ま
た
、

海
岸
に
近
く
、
風
土
を
取
り
入
れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
し
て
浜
に
出
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
浜
辺
は
、
潮
風
の
匂
い
、
波
の
音
、
砂
を
踏
む
感

覚
、
海
の
景
色
な
ど
、
感
覚
的
に
そ
の
特
徴
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所

で
す
。
ま
た
歴
史
探
訪
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
国
木
田
独
歩
の
碑
、
野
球
場
な

ど
が
近
く
に
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

う
み
か
ぜ
テ
ラ
ス
の
広
場
は
盆
踊
り
の
会
場
と
し
て
も
最
適
で
し
た
。
何

よ
り
、
ト
イ
レ
が
近
く
に
あ
る
。
建
物
隣
接
で
、
休
憩
・
救
護
の
ス
ペ
ー
ス

が
確
保
で
き
る
。
階
段
状
の
外
周
は
、

観
覧
席
に
活
用
で
き
、
あ
る
程
度
周
囲

が
囲
わ
れ
て
い
る
た
め
、
見
守
り
や
す

い
。
地
域
の
人
は
慣
れ
親
し
ん
で
い
る

場
所
な
の
で
、
立
ち
寄
り
や
す
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
準
備
段
階
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
会
場
と
し
て
も
使
い
、
継
続
的

に
使
用
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
と
違
う

環
境
に
は
な
じ
み
難
い
と
い
う
障
害
の

あ
る
人
で
も
、「
何
回
か
行
っ
た
こ
と

の
あ
る
場
所
」
に
な
れ
ば
、
お
お
ぜ
い
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が
集
ま
る
盆
踊
り
大
会
へ
の
不
安
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え

た
の
で
し
た
。 

 
開
催
場
所
を
定
め
、
障
害
を
も
つ
人
た
ち
の
二
〇
人
近
く
に
「
ど
ん
な
盆

踊
り
な
ら
行
っ
て
み
た
い
と
思
う
？
」
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
ま
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
た
企
画
と
、
皆
さ
ん
か
ら
聞
こ
え
て
き
た
意
見
、
希
望
は
次
の
通
り

で
す
。 

〇
座
っ
た
ま
ま
踊
れ
る
レ
ー
ン
を
中
央
に
近
い
位
置
に
つ
く
る
。
立
っ
て
い

る
こ
と
は
難
し
い
け
れ
ど
、
輪
の
中
で
踊
る
一
体
感
を
味
わ
い
た
い
。
車

椅
子
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
踊
り
の
輪
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
レ
ー
ン
が
あ
る

と
い
い
。 

〇
音
楽
、
リ
ズ
ム
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
ヤ
グ
ラ
を
低
く
し
、

ス
ロ
ー
プ
で
登
れ
る
よ
う
に
す
る
。
新
し
い
盆
踊
り
の
発
表
に
も
使

う
。
聴
覚
に
障
害
が
あ
っ
て
も
、
太
鼓
な
ど
は
身

振
り
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

の
で
太
鼓
を
叩
く
姿
、
手
元
な
ど
が
見
え
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。
太
鼓
を
叩
く
体
験
が
し
て
み
た

い
。
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
（
次
第
に
落
ち
着
く
こ
と
）
す

る
こ
と
の
で
き
る
静
か
な
ス
ペ
ー
ス
を
建
物
の
中

に
設
定
す
る
。
音
が
鳴
り
続
け
て
い
る
場
や
、
人

が
た
く
さ
ん
い
る
場
に
い
る
の
は
辛
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
遠
く
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
盆
踊
り

を
楽
し
む
よ
う
に
参
加
で
き
る
な
ら
安
心
。 

〇
暑
さ
対
策
と
、
障
害
者
施
設
か
ら
出
か
け
や
す

く
す
る
た
め
に
、
開
催
時
期
は
五
〜
六
月
頃
の
土

曜
日
、
一
五
時
〜
二
〇
時
頃
と
し
た
い
。
施
設
は
日
曜
が
休
み
で
、
活

動
時
間
は
昼
間
の
場
合
が
多
い
た
め
。 

 

最
後
に 

 

こ
れ
ら
の
工
夫
は
障
害
が
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
だ
れ
で
も
参
加
し
や

す
い
場
を
作
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

「
シ
ン
盆
踊
り
」
は
、
新
し
く
茅
ヶ
崎
に
引
っ
越
し
て
き
た
人
た
ち
や
子

ど
も
た
ち
に
も
、
ま
ち
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
り
ま
す
。「
え
？
盆
踊

り
が
舞
台
芸
術
な
の
？
」
と
思
わ
れ
る
方
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
先
祖

へ
の
お
も
い
か
ら
始
ま
っ
た
盆
踊
り
を
、
表
現
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
直

せ
ば
、
ち
ょ
っ
と
侮
れ
な
い
「
あ
ら
ゆ
る
人
が
集
い
、
つ
な
が
る
文
化
活

動
」
に
進
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
受
講
を
通
し
て
、「
舞
台
芸
術
と
障
害
の
あ
る
人
」
と
い
う
視
点
で

文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、「
社
会
的
な
障
害
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
」
が
重
要
で
、「
文
化

芸
術
活
動
は
あ
ら
ゆ
る
人
を
つ
な
ぐ
可
能
性
が
あ
る
」
こ
と
を
身
を
も
っ
て

実
感
し
ま
し
た
。
今
後
も
全
国
の
お
仲
間
と
情
報
交
換
を
し
な
が
ら
、
私
の

活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

画
像
① 

企
画
発
表
会
に
て 

ス
ロ
ー
プ
で
上
が
る
こ
と
の
で
き
る
や
ぐ
ら

と
、
車
椅
子
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
も
踊
れ
る
こ
と
を
体
感
す
る
た
め
に
行
っ

た
舞
台
上
の
立
体
展
示
。 

画
像
② 

プ
レ
ゼ
ン
中 

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
目
で
わ

か
る
案
内
版
」
を
首
か
ら
か
け
て
い
る
様
子
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
画
像
は
筆
者
提
供
） 
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茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
事
業
報
告 

 

 

第
三
一
一
回 

史
跡
・文
化
財
め
ぐ
り 

 
 

茅
ヶ
崎
市
内
の
東
海
道
を
歩
く
③ 

山
本
俊
雄 

  

日
時 

令
和
六
年
十
二
月
十
四
日
（
土
） 

参
加
者
： 

八
名 

 

  

令
和
六
年
度
の
市
内
め
ぐ
り
編
第
一
回
は
六
月
に
行
っ
た
が
、
今
回
は
そ

の
三
回
目
に
な
る
。
残
念
な
が
ら
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
十
二

月
の
寒
さ
が
気
に
な
ら
な
い
よ
く
晴
れ
た
日
の
歩
き
だ
っ
た
。 

 

い
つ
も
ど
お
り
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前 

八
時
五
〇
分
ま
で
に
集
合
し
、
私
の

ほ
か
の
参
加
者
は
、
駅
か
ら
バ
ス
で
茶
屋
町
バ
ス
停
ま
で
行
き
、
そ
こ
か
ら

東
海
道
（
国
道
一
号
）
を
南
に
外
れ
五
〇
㍍
ほ
ど
行
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
最

初
の
訪
問
地 

金
剛
院
を
訪
ね
た
。
私
は
バ
ス
の
出
発
前
に
自
転
車
で
先
回

り
し
た
の
だ
が
、
途
中
バ
ス
に
追
い
越
さ
れ
、
皆
さ
ん
が
バ
ス
停
で
降
り
、

目
的
地
に
向
か
う
の
を
見
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

① 

金
剛
院 

南
湖
一―

二 

 

高
野
山
真
言
宗 

山
号
は
法
林
山 

開
山
は
文
覚 

天
和
二
年
僧
朝
海
の

創
立 

 

本
堂
に
は
、
文
覚
上
人
作
と
伝
わ
る
地
蔵
菩
薩
・
弘
法
大
師
像
な
ど
が
祭

ら
れ
て
い
る
。
墨
書
銘
等
か
ら
室
町
後
期
か
ら
江
戸
時
代
の
作
で
あ
ろ
う
と

い
わ
れ
て
い
る
。「
え
ん
ま
で
ら
」
と
し
て
知
ら
れ
、
六
角
閻
魔
堂
（
長
生

殿
）
に
、
坐
像
の
閻
魔
大
王
像
（
台
座
に
明
和
三
（
一
七
六
六
）
年
丙
戌
七
月
吉
、

仏
師
良
運
作
の
由
緒
書
）
を
中
心
に
、
十
王
・
司
令
・
鬼
卒
・
奪
衣
婆
の
諸
像

が
安
置
さ
れ
て
い
る
（『
ふ
る
さ
と
の
寺
と
仏
像
』）
。
し
か
し
、
今
回
は
拝
観
し

な
か
っ
た
。 

 

明
治
初
期
、
こ
の
寺
に
茅
ヶ
崎
村
の
戸
長
役
場
が
置
か
れ
、
警
察
の
屯
所

（
派
出
所
）
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
五
月
一
日
、
茅
ヶ

崎
小
学
校
の
前
身
に
あ
た
る

琢
章
学
舎
（
た
く
し
ょ
う
が
く
し

ゃ
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は

翌
年
に
茅
ヶ
崎
学
校
と
改
称

さ
れ
た
。 

 

明
治
初
期
に
南
湖
の
生
徒

十
三
名
が
定
期
試
験
に
落
第

し
、
そ
の
責
任
を
感
じ
て
割

腹
自
殺
し
た
教
師 

若
松
幹
男

の
墓
も
あ
る
。
簡
素
な
も
の

だ
が
、
墓
誌
は
同
門
だ
っ
た

藤
沢
耕
余
塾
長
の
小
笠
原
薫
（
東
陽
）
が
認
め
て
い
る
。 

 

芭
蕉
の
句
碑
が
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
、
植
え
込
み
の
前
に
あ
る
。
句
は

高
野
山
奥
ノ
院
に
あ
る
碑
の
拓
本
に
よ
る
複
製
で
あ
る
。
松
尾
芭
蕉
が
四
四

歳
の
と
き
に
高
野
山
を
訪
れ
た
時
の
句
。
芭
蕉
没
後
、
後
の
義
仲
寺
無
名
庵

六
世
塩
路
沂
風
が
建
碑
し
た
。
句
の
書
は
南
画
家
池
大
雅
（
一
七
二
三
～
七

六
）。 
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は
せ
を
翁
／
父
母
の 

し
き
り
に
こ

い
し
雉
子
（
き
じ
）
の
声 

 

（
裏
） 

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八

三
）
十
月
／
願
主 

十
間
坂
重
田
次
男 

 

碑
の
高
さ
六
二
㌢ 

巾
六
六
㌢ 

厚

さ
三
七
㌢ 

（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』・

『
茅
ヶ
崎
の
記
念
碑
』） 

 

下
見
の
時
に
、
ご
住
職
が
、
当
日
は

お
茶
を
準
備
す
る
か
ら
と
言
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
だ
が
、
午
前
中
に
巡
り
終
え

た
い
と
申
し
上
げ
た
。
本
番
の
前
日
に

も
ご
住
職
か
ら
電
話
を
頂
き
、
重
ね
て
の
ご
配
慮
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

② 

御
霊
神
社 

南
湖
二
丁
目  

西
運
寺
の
南
隣
に
あ
る
。
鳥
井
戸
集
落
の

氏
神
で
、
江
戸
時
代
は
西
運
寺
持
。『
新
編
相

模
国
風
土
記
稿
』
に
「
義
経
の
霊
を
ま
つ

る
」
と
あ
る
が
、
今
は
鎌
倉
権
五
郎
景
正
も

祭
ら
れ
て
い
る
。
伝
え
で
は
源
頼
朝
が
相
模

川
の
橋
の
完
成
祝
に
来
た
帰
途
、
義
経
の
亡

霊
が
出
て
、
こ
れ
に
驚
い
た
馬
か
ら
落
ち
た

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
義
経
の
霊
を
慰
め
る

た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。（『
ふ
る
さ
と
の

歴
史
散
歩
』） 

 

平
野
会
長
は
、
御
霊
神
社
は
鎌
倉
周
辺

で
は
権
五
郎
景
正
を
祭
神
と
す
る
が
、
各

地
に
も
あ
り
、
戦
い
に
敗
れ
た
人
や
不
運

な
人
の
怨
霊
を
祭
っ
て
い
る
と
説
明
し

た
。 

 

③ 

西
運
寺 

南
湖
二
丁
目 

 

浄
土
宗 

山
号
は
御
霊
山
浄
祥
院 

開

山
は
念
誉
笈
道
上
人 

慶
長
元
年
（
一
五

九
六
）
創
立 

（『
風
土
記
稿
』） 

 

金
剛
院
の
南
西
、
東
海
道
線
の
線
路
を

隔
て
て
あ
る
。
観
音
堂
が
あ
り
、
今
の
本

堂
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
改
築
し
た
も
の
。
南
湖
の
「
お
十
夜
の

寺
」
と
し
て
近
隣
に
知
ら
れ
、
戦
前
・
戦
後
行
わ
れ
て
い
た
。
縁
日
（
十
月

七
・
八
・
九
日
）
に
は
、
見
世
物
や
露
店
が
並
び
、
農
具
市
も
あ
っ
て
賑
わ

っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。 

 

歌
舞
伎
で
知
ら
れ
る
白
浪
五
人
男
の
一
人
、
南
郷
力
丸
の
供
養
塔
と
い
わ

れ
る
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
南
湖
力
丸
霊
」
と
刻
ま
れ
た
自
然
石
の
碑
が
観

音
堂
の
前
に
立
っ
て
い
る
。
銘
文
に
よ
る
と
、
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
六

月
十
九
日
の
造
立
で
あ
る
。 

（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』） 

 

こ
こ
で
、
平
野
会
長
が
「
そ
の
相
ず
り
の
尻
押
は
、
富
士
見
の
間
か
ら
向

う
に
見
る
、
大
磯
小
磯
小
田
原
か
け
、
生
ま
れ
が
漁
夫
に
波
の
上…

」
と
力

丸
の
せ
り
ふ
を
演
じ
た
。 

 

④ 

南
湖
の
左
富
士
と
そ
の
碑 

南
湖
一
丁
目 

東
海
道
（
国
道
一
号
）
は
、

西
に
向
か
っ
て
南
湖
の
茶
屋
町
か
ら
下
町
屋
に
か
け
て
、
右
に
カ
ー
ブ
し
て
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鳥
井
戸
橋
を
渡
る
。
晴
れ
た
日
に
橋
の
上

に
立
つ
と
、
千
の
川
の
延
長
線
上
に
富
士

山
が
あ
る
。
即
ち
、
東
海
道
の
右
に
見
え

て
い
た
富
士
を
左
に
見
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
江
戸
時
代
か
ら
名
所
の
一
つ
に
な
っ

て
い
た
。
安
藤
広
重
が
描
い
た
、
東
海
道

五
十
三
次
の
浮
世
絵
は
数
種
類
残
っ
て
い

て
、
最
初
に
発
表
し
た
保
永
堂
版
（
天
保
四

年:

一
八
三
三
）
が
、
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
蔦
屋
か
ら

出
版
さ
れ
た
「
五
十
三
次
名
所
図
会
七
、

藤
沢
、
南
湖
の
松
原
、
左
ふ
じ
」
は
本
市

に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
松
並
木
の
間
を

左
に
富
士
、
正
面
に
大
山
を
見
な
が
ら
旅

人
の
い
く
風
景
で
、
前
方
に
見
え
る
屋
並

は
下
町
屋
だ
ろ
う
か
。 
（『
ふ
る
さ
と
の

歴
史
散
歩
』） 

 

辻
堂
に
あ
る
藤
沢
浮
世
絵
館
で
は
、「
南
湖
の
左
富
士
」
を
ビ
デ
オ
で
紹

介
し
て
い
る
。 

 

⑤ 

弁
慶
塚 

浜
之
郷
八
四
〇 

 

東
海
道
（
国
道
一
号
）
か
ら
鶴
嶺
八
幡
宮
の
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
参
道
に

入
っ
た
す
ぐ
右
手
、
人
家
の
裏
に
塚
が
あ
る
。
こ
の
塚
は
『
風
土
記
稿
』・

『
東
海
道
分
間
絵
図
』
に
も
出
て
い
る
が
、
い
つ
の
頃
か
（
関
東
大
震
災
の

頃
と
も
い
う
）
消
滅
し
て
い
た
も
の
を
、
地
元
の
有
志
に
よ
っ
て
昭
和
五
十

七
年
十
月
に
新
し
く
碑
を
建
て
、
案
内
板
を
設
け
て
整
備
復
元
し
た
。
碑
文

は
書
家
水
越
茅
村
氏
の
筆
に
な

る
。 

 

先
に
御
霊
神
社
の
所
で
も
記
し

た
が
、
源
頼
朝
は
、
建
久
九
年
（
一

一
九
八
）
に
、
御
家
人
稲
毛
重
成
が

相
模
川
に
架
け
た
橋
の
落
成
供
養

に
参
列
し
、
そ
の
帰
途
に
こ
の
辺

り
で
義
経
な
ど
の
亡
霊
に
あ
い
、

落
馬
し
て
、
そ
れ
が
元
で
翌
年
の

正
月
に
死
ん
だ
と
当
市
で
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
弁
慶
の
霊

を
祭
る
塚
が
作
ら
れ
た
と
も
。
弁
慶
の
首
を
葬
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
す
る
説
も

あ
る
。 

（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』） 

 

史
実
は
と
も
か
く
江
戸
時
代
の
絵
図
に
も
載
っ
て
い
る
霊
地
で
あ
る
。 

 

参
道
に
は
塚
の
名
を
刻
ん
だ
標
柱
が
あ
る
が
、
塚
は
私
有
地
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
い
さ
さ
か
見
つ
け
に
く
い
。 

 

参
道
を
さ
ら
に
北
へ
進
み
、
鶴
嶺
八
幡
社
と
の
中
間
ぐ
ら
い
に
「
鶴
嶺
参

道
歴
史
ひ
ろ
ば
」
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
向
か
っ
た
。 

 

⑥ 

鶴
嶺
八
幡
宮
の
参
道
と
歴
史
ひ
ろ
ば 

浜
之
郷 

 

鶴
嶺
八
幡
宮
は
、
平
安
時
代
の
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
源
頼
義
が
下
総

の
乱
（
平
忠
常
の
乱
）
を
鎮
定
に
向
か
う
途
中
、
懐
島
郷
矢
畑
に
源
家
の
守

護
神
石
清
水
八
幡
宮
を
勧
請
し
て
戦
勝
を
祈
願
し
た
（
現 

本
社
宮
跡
）
の
が

最
初
と
い
う
。
そ
の
頼
義
、
義
家
の
時
代
か
ら
懐
島
景
義
の
時
代
を
経
て
、

永
禄
～
元
亀
年
間
（
一
五
五
八
～
七
三
）
に
兵
火
に
か
か
り
、
天
正
十
八
年

（
一
五
九
〇
）
の
小
田
原
落
城
と
と
も
に
社
領
を
失
い
、
残
っ
た
社
殿
等
も

荒
廃
に
任
さ
れ
た
。 
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正
保
年
間
（
一
六
四
四
～
四
七
）
、
時
の
別
当 

常
光
院
の
僧
朝
恵
が
復
興
を
志
し
、
地
頭
山

岡
氏
の
援
助
を
得
て
社
殿
を
再
興
し
た
。
続

い
て
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
徳
川
家
光
か

ら
社
領
七
石
の
御
朱
印
（
将
軍
が
社
領
を
確
認
す

る
こ
と
）
を
得
た
。
朝
恵
は
こ
れ
を
記
念
し

て
、
南
大
門
馬
場
四
百
二
十
間
（
約
七
百
六
十

四
㍍
）
の
左
右
に
松
を
植
え
た
。
こ
れ
が
今
に

残
る
参
道
の
松
並
木
で
、
市
史
跡
・
天
然
記

念
物
（
昭
和
四
十
四
年
八
月
十
五
日
指
定
）
で
あ

る
。（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』） 

 

こ
の
参
道
の
中
ほ
ど
に
馬
頭
観
音
の
石
碑

が
あ
り
、
そ
こ
が
歴
史
広
場
と
な
っ
て
い
る
。
説
明
看
板
の
要
点
を
次
に
転

記
し
て
お
く
。 

「
馬
頭
観
音
は
馬
の
供
養
や
無
病
息
災
の
祈
願
を
こ
め
て
造
立
さ
れ
た
。
碑

の
真
ん
中
に
合
掌
し
た
観
音
像
、
向
か
っ
て
そ
の
右
側
に
「
寛
政
七
年
三
月

乙
卯
三
月
日
」、
左
側
に
は
「
施
主
熊
澤
左
四
良
」
と
刻
銘
さ
れ
て
い
る
。

「
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）」
の
銘
で
、
市
域
で
は
古
い
馬
頭
観
音
で
あ
る
。

馬
頭
観
音
の
多
く
は
憤
怒
を
示

し
て
い
る
も
の
が
多
い
中
、
本

像
は
比
較
的
穏
や
か
な
形
相
を

し
て
い
る
。
現
在
は
欠
け
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
馬
頭
観
音
の

特
徴
で
あ
る
馬
の
頭
部
が
観
音

像
の
頭
部
に
彫
ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。
像
の
大
き
さ 

高
さ
四

二
㌢
、
巾
一
九
㌢
、
奥
行
一
二
㌢ 

茅
ケ
崎
市
教
育
委
員
会 

ち
が
さ
き
丸

ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
」 

 

⑦ 

鎌
倉
古
道
と
梅
雲
寺 

下
町
屋
二
六
五
他 

 

歴
史
広
場
の
す
ぐ
北
に
、
参
道
を

横
切
り
西
に
向
か
う
道
が
あ
り
、
鎌

倉
古
道
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
道

を
進
み
東
海
道
に
出
る
少
し
手
前
に

梅
運
寺
が
あ
る
。
山
号
を
町
屋
山
と

い
い
、
浄
土
宗
の
寺
。
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
の
建
立
。
開
山
は
広
誉

梅
雲
と
伝
え
ら
れ
、
寺
号
に
な
っ
て

い
る
（『
ふ
る
さ
と
の
寺
と
仏
像
』）
。 

 

境
内
に
祭
ら
れ
て
い
る
「
難
除
三

宝
荒
神
」
は
、
江
戸
で
開
帳
し
た
ほ

ど
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
三
宝
荒
神
と
い
う
の
は
、
仏
（
仏

陀
）・
法
（
仏
陀
の
教
え
）・
僧
（
仏
教
の
修
行
者
）
の
三
宝
を
守
護
す
る
神
で
、

怒
り
の
相
を
示
し
、
不
浄
を
き
ら
い
清
浄
な
火
を
愛
す
る
と
い
わ
れ
、
一
般

に
竈
（
か
ま
ど
）
の
神
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
荒
神
像
は
慈
覚
大
師
の
作
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
大
師
、
唐
か
ら
帰
朝
の
時
、
風
波
の
難
に
あ
い
、
三
宝

荒
神
に
祈
願
し
て
そ
の
加
護
に
よ
り
難
を
逃
れ
た
の
で
、
そ
の
お
礼
に
彫
ら

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』） 

 
慈
覚
大
師
は
平
安
時
代
の
天
台
宗
の
僧 

円
仁
（
七
九
四
～
八
六
四
）
の
こ
と

で
、
延
暦
寺
第
三
世
座
主
。
大
師
号
は
お
く
り
名
。
最
澄
に
師
事
し
承
和
五

年
（
八
三
八
）
に
入
唐
し
て
顕
密
二
教
を
学
ん
で
承
和
十
四
年
（
八
四
七
）
に

帰
朝
し
た
。
入
唐
・
帰
朝
の
船
旅
で
は
数
度
の
危
難
に
あ
っ
た
。 
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本
堂
裏
手
の
墓
地
の
一
隅
に
市
内
最

古
の
慶
安
四
年
（
一
六
五
一
）
銘
の
地
蔵

尊
が
あ
る
。
そ
ば
に
は
馬
頭
観
音
像
や

徳
本
名
号
塔
な
ど
も
あ
る
。 

 

会
員
の
平
井
さ
ん
は
梅
運
寺
の
檀
家

で
、
よ
く
来
る
お
寺
な
の
に
こ
う
い
う

石
像
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
、
と
話
し
て
い
た
。 

 

梅
運
寺
か
ら
東
海
道
に
出
る
と
、
ほ
ぼ
斜
め
向
か
い
ぐ
ら
い
に
神
明
神
社

が
あ
る
。 

 

⑧ 

神
明
神
社 

下
町
屋
一―

六―
一
九 

 

神
社
は
東
海
道
に
面
し
て
い
る
。
鳥
居
の
横

に
沿
革
を
記
し
た
看
板
が
立
っ
て
い
て
、
祭
神

は
天
照
大
神
、
大
山
咋
神
（
お
お
や
ま
く
い
の
か

み
）
と
あ
る
。『
風
土
記
稿
』
に
は
「
神
明
宮
，

山
王
社
、
以
上
二
社
と
も
村
の
鎮
守
、
柳
島
善

福
寺
持
」
と
あ
る
。
ま
た
「
平
安
時
代
の
陰
陽

師
の
安
倍
晴
明
が
東
国
へ
下
向
の
折
、
の
ど
の

渇
き
を
い
や
し
た
清
水
が
湧
き
出
て
い
た
の
を

名
付
け
て
晴
明
井
戸
と
称
す
」
と
彫
ら
れ
た
碑

が
あ

る
。

境
内

に
は
嘉
永
二
年
銘
（
一
八
四

九
）
年
銘
の
厄
除
大
権
現
の
塔

も
あ
る
。 

 

こ
こ
か
ら
西
に
少
し
行
く
と
小
出
川
に
か
か
る
下
町
屋
橋
の
手
前
左
に
旧

相
模
川
橋
脚
が
あ
る
。 

 

⑨ 

旧
相
模
川
橋
脚 

 

 

こ
の
辺
り
は
長
い
間
水
田
で
あ
っ
た

が
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
九
月
一

日
と
翌
十
三
年
一
月
十
五
日
、
関
東
地

方
を
襲
っ
た
大
地
震
に
よ
っ
て
、
突

然
、
橋
脚
が
地
上
に
姿
を
現
し
て
、

人
々
を
驚
か
せ
た
。 

 

沼
田
頼
輔
に
よ
り
、
こ
の
橋
脚
は

『
吾
妻
鏡
』
な
ど
が
伝
え
る
「
源
頼
朝

の
御
家
人
、
稲
毛
三
郎
重
成
が
亡
妻
の

追
善
供
養
の
た
め
に
相
模
川
に
か
け
た

橋
の
も
の
」
と
考
証
さ
れ
た
。 

 

出
現
し
た
橋
脚
は
七
本
か
ら
十
一
本

ま
で
各
説
が
あ
る
（
県
教
委
の
案
内
板
で

は
十
本
）。
保
存
の
た
め
水
が
た
た
え
ら

れ
て
い
る
が
、
現
在
は
七
本
が
水
面
上

に
確
認
で
き
る
。
現
状
の
橋
脚
は
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
実
物
は
保
護
、
保

存
の
た
め
に
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
桧
の
丸
材
で
、
最
大
の

も
の
は
周
囲
が
二
㍍
（
経
六
〇
㌢
余
り
）
ほ
ど
あ
り
、
橋
幅
は
、
お
よ
そ
七
㍍

と
推
定
さ
れ
、
当
時
、
全
国
で
も
数
少
な
い
大
橋
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
相
模
川
か
ら
は
、
約
一
・
二
㌖
程
東
の
位
置
で
、
こ
れ
は
旧

相
模
川
が
、
氾
濫
を
繰
り
返
し
な
が
ら
そ
の
流
れ
を
次
第
に
西
へ
移
動
し
た
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も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
七
百
年
の
歴

史
の
流
れ
で
あ
る
。（『
ふ
る
さ
と
の
歴
史

散
歩
』） 

 

敷
地
の
南
側
に
、
架
橋
の
由
来
記

「
湘
江
古
橋
行
」
の
碑
が
立
っ
て
い

て
、
格
調
高
い
漢
詩
が
刻
ま
れ
て
い

る
。 

  

以
上
で
今
回
の
巡
り
は
す
べ
て
終

え
、
今
宿
か
ら
バ
ス
で
茅
ヶ
崎
駅
に
戻

っ
た
。
私
は
自
転
車
な
の
で
先
に
駅
に

戻
り
、
反
省
会
を
す
る
有
志
を
ま
っ

た
。
反
省
会
は
四
人
の
み
で
し
た
が
、

和
や
か
な
会
だ
っ
た
。
中
に
平
塚
か
ら

参
加
さ
れ
た
関
口
さ
ん
も
お
ら
れ
、「
こ
れ
か
ら
も
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
話
し
て
終
了
し
た
。 

 

〈
引
用
・
参
考
文
献
〉 

・『
新
編
相
模
国
風
土
記
稿
』 

・『
茅
ヶ
崎
の
記
念
碑
』 

塩
原
富
雄
著 

平
成
三
年
三
月
茅
ヶ
崎
文
化
資

料
館
刊 

・『
ふ
る
さ
と
の
歴
史
散
歩
』 

塩
原
富
雄
著 

昭
和
五
十
八
年
六
月
二
十

八
日
茅
ヶ
崎
郷
土
会
刊 

・『
ぶ
ら
り
散
歩
郷
土
再
発
見
』
初
版 

執
筆
塩
原
富
雄 

平
成
三
十
年
三

月
改
訂 

茅
ケ
崎
市
教
育
委
員
会
刊 

『
ふ
る
さ
と
の
寺
と
仏
像
』
昭
和
五
十
二
年 

茅
ヶ
崎
郷
土
会
刊 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
画
像
は
平
野
及
び
故 

坂
井
源
一
会
員
撮
影
。） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

  
 

【参
加
の
記
】 

 

「茅
ヶ
崎
市
内
の
東
海
道
を
訪
ね
る
そ
の
③
」に
同
行
し
て 

 

染
谷
倫
人 

  

鎌
倉
市
に
て
月
に
一
度
の
吟
行
会(

複
数
の
人
が
句
を
作
る
た
め
に
戸
外
に
出

か
け
俳
句
を
作
り
、
そ
の
俳
句
を
出
し
合
い
評
価
し
合
う
集
ま
り)

に
参
加
し
て
約

二
年
に
な
り
ま
す
。
上
級
者
の
方
々
の
後
を
追
い
作
句
を
し
て
い
ま
す
が
、

鎌
倉
の
土
地
柄
や
神
社
仏
閣
に
触
れ
、
鎌
倉
の
歴
史
を
知
る
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
郷
土
会
の
史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
で
は
そ
れ
ほ
ど
鎌

倉
を
意
識
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
鎌
倉
と
茅
ヶ
崎
の

つ
な
が
り
を
感
じ
ま
し
た
。 

 

怨
霊
を
主
神
と
祀
る
寒
さ
か
な 

 

 

西
運
寺
の
隣
に
御
霊
神
社
が
あ
り
、
小
さ
な
社
で
し
た
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

の
電
球
が
並
び
地
元
の
方
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
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義
経
の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
主
神
は
、
義
経
と
鎌
倉

権
五
郎
景
正
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
野
会

長
か
ら
「
悪
霊
を
神
と
し
て
奉
り
、
霊
を

慰
め
る
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
た
し

か
に
よ
い
知
恵
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
本

来
恨
み
を
買
う
よ
う
な
こ
と
を
す
べ
き
で

な
く
、
前
述
の
句
の
「
寒
さ
」
を
体
の
寒

さ
と
心
の
寒
さ
を
表
現
し
た
つ
も
り
で
す
。 

 

御
霊
神
社
以
外
に
も
、
弁
慶
塚
も
義
経

の
霊
を
慰
め
る
た
め
に
造
ら
れ
た
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
旧
相
模
川
の
橋
の
完
成

祝
い
の
帰
路
、
義
経
の
霊
が
現
れ
、
頼
朝

が
落
馬
・
そ
し
て
死
に
至
っ
た
の
で
茅
ヶ

崎
に
霊
を
慰
め
も
の
が
で
き
た
の
も
う
な

ず
け
ま
す
。 

 

実
は
茅
ヶ
崎
の
御
霊
神
社
そ
し
て
弁
慶

塚
を
見
て
、
鎌
倉
市
二
階
堂
に
あ
る
永
福

寺(

よ
う
ふ
く
じ)

跡
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
南
北
二
〇
〇
㍍
、
東
西
七
〇
㍍

の
広
大
な
土
地
に
大
伽
藍
址
三
つ
分
の
礎
石
が
現
存
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

怨
霊
英
霊
を
し
ず
め
冥
福
を
祈
る
た
め
に
頼
朝
が
建
立
し
ま
し
た
。
英
霊
は

ま
だ
し
も
、
身
内
や
戦
友
に
恨
み
を
買
う
よ
う
な
戦
の
う
え
に
鎌
倉
幕
府
が

成
立
し
た
悲
し
さ
を
鎌
倉
で
も
茅
ヶ
崎
で
も
感
じ
た
次
第
で
す
。 

 

冬
の
川
流
れ
の
先
に
左
富
士 

 

 

鳥
井
戸
橋
の
上
か
ら
下
流
を
見
て
の
景
で
す
。
鶴
嶺
八
幡
社
の
参
道
の
中

ほ
ど
に
鶴
嶺
参
道
歴
史
ひ
ろ
ば
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
に
大
正
時
代
の
東

海
道
の
写
真
が
あ
り
ま
す
。
土
の
参

道
に
松
の
木
が
ち
ら
ほ
ら
。
た
し
か

に
こ
れ
な
ら
左
富
士
が
よ
く
見
え
ま

す
。
広
重
の
「
南
湖
の
松
原
左
ふ
じ
」

が
理
解
で
き
ま
す
。
残
念
な
が
ら
現

在
は
ビ
ル
や
家
屋
が
立
ち
並
び
川
の

先
に
し
か
左
富
士
は
見
ら
れ
な
い
。

橋
の
袂
に
平
野
会
長
現
役
時
代
に
作

成
に
あ
た
ら
れ
た
案
内
板
が
あ
り
ま

し
た
。
日
頃
は
あ
ま
り
気
に
か
け
て

い
な
か
っ
た
も
の
が
こ
う
し
て
ご
案

内
を
い
た
だ
き
な
が
ら
見
る
こ
と
で

身
近
に
感
じ
た
一
瞬
で
し
た
。 

 

寒
風
に
救
ひ
の
笑
み
や
六
地
蔵 

 

梅
雲
寺
の
六
地
蔵
を
詠
み
ま
し
た
。
六

地
蔵
は
六
道(

人
間
が
死
ん
だ
後
に
行
く
、
地

獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天)

に
お
け

る
苦
し
み
を
救
う
六
種
類
の
地
蔵
菩
薩
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
な
の
で
そ

れ
ぞ
れ
に
異
な
る
持
ち
物
を
持
ち
微
笑
ん

で
お
ら
れ
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

当
日
は
暖
か
い
日
で
寒
風
は
吹
い
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
平
野
会
長
か
ら
次
の
よ
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う
な
話
を
聞
き
前
述
の
句
が
浮
か
び
ま
し
た
。「
こ
の
六
地
蔵
は
珍
し
い
。

首
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
か
で
つ
な
い
で
い
な
い
。
廃
仏
毀
釈
の
折
に
多
く
の

六
地
蔵
は
首
を
切
ら
れ
た
。」
そ
う
い
え
ば
こ
の
大
き
さ
の
六
地
蔵
は
後
か

ら
つ
な
ぎ
直
し
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
の
六
地
蔵
さ
ん
た
ち
は

そ
の
嵐
を
逃
れ
て
原
型
を
と
ど
め
て
人
間
の
救
い
た
め
に
微
笑
ん
で
い
る
こ

と
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。 

 

境
内
に
銀
杏
落
葉
や
町
歩
き 

 

 

梅
雲
寺
そ
し
て
神
明
神
社
に
大
き
な
銀
杏
の
木
が
あ
り
、
銀
杏
落
葉
が
ひ

ら
り
ひ
ら
り
と
落
ち
、
境
内
に
落
葉
の
絨
毯
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
一
昨
年

の
史
跡
文
化
財
め
ぐ
り
で
訪
ね
た
白
峰
寺
の
境
内
い
っ
ぱ
い
に
銀
杏
落
葉
が

あ
り
、
そ
れ
を
踏
む
の
を
躊
躇
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
参
加
し
た

皆
さ
ん
と
別
れ
て
か
ら
松
尾
大
神
、
三
島
大
神
も
銀
杏
落
葉
が
境
内
を
覆
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
の
町
歩
き
に
銀
杏
落
葉
は
似
合
い
ま
す
。 

 

銀
杏
の
木
は
水
分
が
多
く
、
火
事
に
強
い
の
で
ご
神
木
に
な
っ
て
い
る
と

聞
き
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
私

の
地
元
の
諏
訪
神
社
で
は
、
二

本
の
銀
杏
の
木
の
う
ち
一
本
が

危
険
と
な
り
昨
年
秋
に
伐
採
、

も
う
一
本
も
決
し
て
健
康
で
は

な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
一
因
が

ど
ん
と
焼
き
の
煙
と
い
う
こ
と

で
今
年
か
ら
ど
ん
と
焼
き
は
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
鶴
岡

八
幡
宮
の
銀
杏
も
何
年
か
前
に

倒
れ
ま
し
た
。
今
見
て
い
る
風

景
を
目
に
焼
き
付
け
て
い
た
い

も
の
で
す
。（
画
像
は
平
野
会
員
撮

影
・
加
工 

―

編
集
子―

） 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

  

第
三
一
二
回 

史
跡
・文
化
財
め
ぐ
り
報
告 

 
 

山
北
町
に
河
村
城
址
を
訪
ね
る 

平
野
文
明 

日
時 

令
和
七
年
三
月
十
五
日
（
土
） 

一
六
人 

行
程 

茅
ヶ
崎
駅
８
：
５
０
集
合―

駅
発
９
：
２
６
発
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
小
田
原

行
き
乗
車―

国
府
津
駅
で
御
殿
場
線
に
乗
換
え―

山
北
駅
着
１
０
：
１
５―

（
徒
歩
）―

盛
翁
寺―

 

河
村
城
址―

（
昼
食
）―

室
生
神
社―

 

山
北
駅―

国
府
津
駅―

茅
ヶ
崎
駅
着
（
解
散
） 

 
事
前
の
勉
強
会 

二
月
十
八
日
（
火
）
於
市
立
図
書
館 

山
本
俊
雄
会
員 
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天
気
予
報
は
午
後
雨
と
な
っ
て
い
た
が
、
朝
の
様
子
で
は
持
ち
そ
う
だ
っ

た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
八
時
五
〇
分
ま
で
に
茅
ヶ
崎
駅
改
札
前
に
集
合
し

た
。 

①
山
北
駅 

無
人
駅
。
下
車
す
る
に
は
先
頭
車
両
し
か
扉
が
開
か
な
い
と
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
、
運
転
席
の
す
ぐ
後
ろ
に
車
掌
と
思
わ
れ
る
職
員
が
い
て

切
符
を
回
収
し
て
い
る
。
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
電
車
な
の
で
運
転
士
が
車
掌
も

兼
ね
て
い
る
ら
し
い
。
乗
客
は
そ
こ
そ
こ
満
席
だ
っ
た
。
駅
の
改
札
を
通
る

必
要
は
な
く
、
ホ
ー
ム
の
端
か
ら
出
入
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。 

 

駅
開
業
は
明
治
二
十
二
年
二
月
一
日
。
御
殿
場
ま
で
急
勾
配
の
た
め
に
こ

こ
で
補
助
機
関
車
を
も
う
一
台
付
け
、
貯
炭
、
給
水
の
た
め
当
時
は
大
変
賑

わ
っ
た
と
の
こ
と
。
駅
弁
の
中
川
商
店
の
「
鮎
ず
し
」
が
名
物
だ
っ
た
。
急

行
貨
物
は
国
府
津
駅
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
小
田
原
で
獲
れ
た
ブ
リ
は

山
北
駅
に
運
ば
れ
、
関
西
に
送
ら
れ
た
。
昭
和
九
年
十
二
月
丹
那
ト
ン
ネ
ル

が
開
通
し
て
東
海
道
本
線
の
路
線
が
変
わ
っ
た
た
め
大
き
な
影
響
を
受
け
た

（『
足
柄
之
文
化
』
一
三
号
：
昭
和
五
六
年 

山
北
町
地
方
史
研
究
会
刊
：
所
収
の
藤
井

良
晃
「
山
北
駅
の
今
昔
」
に
よ
る
）。
駅
の
そ
ば
に
「
鉄
道
公
園
」
が
あ
り
Ｓ
Ｌ

が
置
か
れ
て
い
る
。
駅
が
賑
わ
っ
て
い
た
こ
ろ
を
し
の
ん
で
作
ら
れ
た
公
園

だ
ろ
う
。 

 

ホ
ー
ム
に
「
道
了
大
薩
埵
」

の
石
柱
が
立
っ
て
い
る
。
大
正

十
年
の
建
立
で
、
丹
那
ト
ン
ネ

ル
開
通
前
で
あ
る
。
大
雄
山
最

乗
寺
に
参
詣
す
る
に
は
こ
の
駅

で
下
車
し
た
。
道
了
大
薩
埵
は

修
験
尊
者
で
、
没
後
最
乗
寺
の

守
り
神
と
な
っ
た
。 

 

②
盛
翁
寺 

山
号
は
廣
澤
山
。
曹
洞
宗
。
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）、
僧
天
光

の
開
山
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）、
所
在
地
が
水
害
に
あ
っ
て
現
在
地
に
移

っ
た
と
伝
え
る
。
ご
本
尊
は
釈
迦
如
来
（『
新
編
相
模
之
国
風
土
記
稿
』「
川
村
山

北
」
の
項
）。
境
内
に
大
き
な
石
仏
が
二
体
祭
ら
れ
て
い
る
が
未
調
査
。 

 

山
門
近
く
に
巨
大
な
六
字
名
号
塔
が
あ
っ
た
（
本
誌
三
二
頁
に
画
像
）。
書

体
は
茅
ヶ
崎
に
も
あ
る
徳
本
塔
（
本
誌
二
三
頁
）
に
似
て
い
る
が
、
徳
本
の

も
の
で
は
な
い
。
表
面
は
苔
む
し
て
他
の
銘
は
読
め
な
い
。
裏
面
の
文
字
は

刻
が
浅
く
読
み
に
く
い
が
、
そ
の
一
部
が
「
維
時
安
政
第
五
龍
舎
戊
午
〇
〇

（
二
文
字
読
め
な
い
）
佛
正
覺
日
」
と
読
め
た
の
で
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
の

建
立
。
裏
に
も
「
六
字
名
号
」
の
書
き
手
の
名
は
無
い
よ
う
だ
っ
た
。 

③
河
村
城
跡
（県
指
定
史
跡
） 

城
址
は
江
戸
時
代
の
村
の
名
で
は
「
川
村
山

北
」
に
あ
る
。
盛
翁
寺
の
横
に
城
跡
に
登
る
坂
道
が
続
く
。
沢
沿
い
の
登
山

道
は
直
行
す
れ
ば
急
坂
だ
が
、
整
備
さ

れ
て
い
て
、
勾
配
の
緩
い
曲
り
道
も
設

け
ら
れ
て
い
た
。 

 

登
り
着
い
た
所
は
本
城
郭
（
読
み
は

「
ほ
ん
じ
ょ
う
く
る
わ
」
か
？
）
。
城
の
説

明
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
の
文

章
の
要
点
を
次
に
転
記
す
る
。 

（
１
）
こ
の
地
は
城
山
と
呼
ば
れ
、
標

高
は
約
二
二
五
㍍
。
相
模
、
甲
斐
、
駿

河
の
境
界
で
数
多
く
の
城
塞
群
が
築
か

れ
て
い
る
。
河
村
城
は
甲
斐
・
駿
河
か

ら
足
柄
平
野
に
至
る
交
通
の
要
衝
に
位

置
す
る
。 



令和 7年(2025)5月 1日 郷土ちがさき 163 号 茅ヶ崎郷土会 

~ 28 ~ 

 

 



令和 7年(2025)5月 1日 郷土ちがさき 163 号 茅ヶ崎郷土会 

~ 29 ~ 

 

（
２
）
河
村
城
の
築
城
は
平
安
時
代
末
期
に
秀
郷
流
藤
原
氏
の
一
族
波
多
野

遠
義
の
二
男
河
村
秀
高
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
秀
高
の
子
義

秀
は
石
橋
山
合
戦
で
平
氏
方
に
属
し
、
源
頼
朝
に
領
地
を
没
収
さ
れ
る
が
、

建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）、
鎌
倉
の
鶴
岡
八
幡
宮
で
の
流
鏑
馬
の
妙
技
に
よ

り
、
河
村
郷
に
復
帰
で
き
た
。
今
も
行
わ
れ
て
い
る
「
室
生
神
社
流
鏑
馬
」

（
町
指
定
無
形
文
化
財
）
は
こ
の
故
事
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

（
３
）
南
北
朝
時
代
、
河
村
氏
は
南
朝
側
の
新
田
氏
に
協
力
し
た
。
北
朝
側

の
足
利
尊
氏
の
鎌
倉
攻
め
の
と
き
、
河
村
秀
国
・
秀
経
ら
は
新
田
義
興
・
脇

屋
義
治
と
と
も
に
河
村
城
に
籠
城
し
た
。
正
平
七
～
八
年
（
一
三
五
二
～
五

三
）、
畠
山
国
清
を
主
将
と
す
る
足
利
尊
氏
軍
と
戦
火
を
交
え
、
南
原
の
戦

い
で
敗
れ
、
新
田
、
脇
屋
ら
は
中
川
城
を
経
て
甲
州
に
逃
れ
た
と
『
太
平

記
』
に
あ
る
。 

（
４
）
南
原
の
戦
い
後
、
城
は
畠
山
国
清
、
関
東
管
領
上
杉
憲
実
を
経
て
大

森
氏
の
持
城
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
後
相
模
に
進
出
し
て
来
た
小
田

原
北
条
氏
に
受
け
継
が
れ
た
。
戦
国
時
代
、
小
田
原
北
条
氏
は
甲
斐
の
武
田

氏
と
の
攻
防
か
ら
、
前
記
の
各
城
と
と
も
に
小
田
原
城
の
支
城
と
し
て
河
村

城
を
重
視
し
、
補
強
し
た
。
そ
の
後
、
武
田
氏
と
の
間
で
周
辺
の
諸
城
と
と

も
に
争
奪
戦
を
繰
り
返
し
た
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
豊
臣
秀
吉
の
小

田
原
征
伐
で
落
城
、
廃
城
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
５
）
城
の
規
模
・
郭
配
置
は
、『
風
土
記
稿
』
及
び
堂
山
の
鈴
木
友
徳
氏

所
蔵
絵
図
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
城
跡
は
保
存
状
態
が
良
い
た
め
、
現
地

で
は
概
略
の
位
置
が
確
認
で
き
る
。
現
在
使
わ
れ
て
い
る
郭
（
く
る
わ
）
の

名
称
は
、
絵
図
を
参
考
に
し
て
い
る
。 

 

急
な
斜
面
と
入
り
組
ん
だ
谷
を
生
か
し
た
郭
の
配
置
が
な
さ
れ
て
お
り
、

大
き
く
三
つ
の
尾
根
を
堀
切
に
よ
っ
て
郭
と
し
て
い
る
。
現
在
地
（
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
あ
る
場
所
）
を
本
城
郭
と
し
、
東
の
浅
間
山
に
連
な
る
尾
根
に
蔵



令和 7年(2025)5月 1日 郷土ちがさき 163 号 茅ヶ崎郷土会 

~ 30 ~ 

 

郭
・近
藤
郭
・大
庭
郭
・同
張
り
出
し
部
を
配
し
、
張
出
部
の
南
端
を
大
手
と

し
て
い
る
。
本
城
郭
か
ら
北
へ
伸
び
る
尾
根
に
は
小
郭
・茶
臼
郭
、
西
へ
伸

び
る
尾
根
に
は
馬
出
し
郭
・西
郭
・北
郭
・同
張
り
出
し
部
が
配
さ
れ
て
い

る
。
郭
の
周
囲
に
は
水
郭
・帯
郭
が
随
所
に
見
ら
れ
、
本
城
郭
と
北
郭
の
間

に
馬
洗
い
場
が
あ
り
、
小
郭
と
茶
臼
郭
の
間
に
お
姫
井
戸
の
伝
承
地
が
あ

る
。 

（
６
）
平
成
二
年
の
本
城
郭
及
び
堀
切
二
ヶ
所
の
試
掘
調
査
で
、
本
城
郭
か

ら
柱
穴
と
思
わ
れ
る
ピ
ッ
ト
六
個
が
検
出
さ
れ
、
古
銭
（
煕
寧
元
宝
：
き
ね
い

げ
ん
ぽ
う
）・
染
付
陶
磁
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
の
覆
土

（
ふ
く
ど
）
に
は
い
ず
れ
も
焼
土
、
炭
化
物
が
含
ま
れ
て
お
り
、
根
固
め
用

と
考
え
ら
れ
る
河
原
石
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
城
の
東
端
の
大
庭
郭
張
り

出
し
部
東
側
の
堀
切
は
、
幅
約
二
〇
㍍
・
深
さ
約
一
一
㍍
の
箱
薬
研
（
は
こ

や
げ
ん
）
状
の
堀
で
あ
る
こ
と
、
蔵
郭
と
近
藤
郭
の
間
の
堀
切
は
、
幅
約
三

〇
㍍
・
深
さ
約
一
五
㍍
あ
り
、
河
村
城
最
大
の
規
模
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。 

 

平
成
四
年
の
本
城
郭
か
ら
茶
臼
廓
の
間
の
堀
切
二
ヶ
所
と
小
郭
の
発
掘
調

査
で
、
小
郭
両
側
の
堀
切
は
い
ず
れ
も
畝
堀
（う
ね
ぼ
り
）の
形
態
で
あ
り
、

本
城
郭
側
の
堀
切
で
は
八
本
、
茶
臼
郭
側
の
堀
切
で
は
五
本
の
畝
が
検
出
さ

れ
た
。
ま
た
、
小
郭
平
坦
面
は
一
辺
約
一
五
㍍
の
三
角
形
状
を
呈
し
、
縁
辺

に
は
地
山
を
削
り
出
し
て
低
い
土
塁
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
南
・
北
端
に
は

つ
ぶ
て
石
」し
た
と
考
え
ら
れ
る
拳
大
ほ
ど
の
河
原
石
の
溜
場
が
あ
っ
た
。 

（
７
）
平
成
五
年
の
河
村
城
の
根
小
屋
と
さ
れ
る
岸
湯
坂
地
区
の
土
佐
屋

敷
・
秀
清
屋
敷
伝
承
地
の
試
掘
調
査
で
は
、
室
町
時
代
か
ら
戦
国
時
代
に
か

け
て
の
館
跡
と
思
わ
れ
る
溝
が
一
部
確
認
さ
れ
て
お
り
、
当
時
す
で
に
舘
・

詰
め
の
城
の
関
係
が
成
立
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。（
転
記
は
以
上
） 

 

 

私
た
ち
は
本
城
郭
か
ら
東
方
向
に
進
み
、
巨
大
な

堀
切
（
ほ
り
き
り
）
に
架
け
ら
れ
た
木
橋
を
渡
っ
て
蔵

郭
へ
出
て
、
そ
の
先
の
近
藤
郭
と
の
間
の
堀
切
に
架

け
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
を
渡
り
大
庭
郭
に
進
ん

だ
。
こ
の
、
蔵
郭
と
近
藤
郭
と
の
境
の
堀
切
に
は
障
子

堀
が
姿
を
見
せ
て
お
り
、
橋
の
上
か
ら
も
、
下
に
降

り
て
障
子
堀
近
く
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

大
庭
郭
は
広
大
な
広
さ
で
、
そ
の
東
端
に
立
て
ば

東
南
方
向
に
開
成
町
か
ら
小
田
原
市
に
か
け
て
広
が

る
市
街
地
を
遠
望
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
北

を
望
め
ば
、
遠
方
の
山
腹
で
行
わ
れ
て
い
る
第
二
東

名
の
工
事
現
場
を
望
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
地
点

で
昼
食
と
し
た
。 
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昼
食
の
あ
と
、
青
木
盛
政
会
員
が
『
吾
妻
鏡
』
の
一
節
を
朗
読
さ
れ
た
。 

 
石
橋
山
合
戦
で
大
庭
景
親
に
付
い
た
川
村
義
秀
は
捕
え
ら
れ
、
治
承
四
年

（
一
一
八
〇
）
一
〇
月
二
六
日
、
頼
朝
方
の
御
家
人 

大
庭
景
能
に
よ
っ
て
斬

罪
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
景
能
は
義
秀
を
生
か
し
て
お
い

た
。
其
の
後
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
八
月
十
六
日
、
鶴
岡
八
幡
宮
で
行

わ
れ
た
流
鏑
馬
に
、
景
能
の
配
慮
で
、
義
秀
は
「
見
る
者
を
し
て
感
ぜ
ざ
る

は
な
し
」
と
い
う
技
（
わ
ざ
）
を
披
露
し
頼
朝
を
感
心
さ
せ
た
。
青
木
さ
ん

は
こ
の
両
日
の
場
面
を
朗
読
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
吾
妻
鏡
を
こ
こ
で
誰
か

読
む
人
あ
り
ま
せ
ん
か
」
の
呼
び
か
け
に
「
私
が
読
も
う
」
と
手
を
挙
げ
る

人
は
な
か
〳
〵
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。 

 

④
室
生
神
社
へ  

 

城
址
を
あ
と
に
し
て
盛
翁
寺
ま
で
戻

り
、
川
村
山
北
の
鎮
守
、
室
生
神
社
に

向
か
っ
た
。
古
く
か
ら
の
道
ら
し
く
、

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
石
仏
が
祭
っ
て
あ

る
。
道
祖
神
や
庚
申
塔
は
茅
ヶ
崎
と
変

わ
ら
な
い
が
、「
秋
葉
山
大
神
」
と
あ

る
標
石
は
茅
ヶ
崎
で
は
見
な
い
も
の
で

あ
る
。
こ
の
辺
り
は
、
山
北
町
が
隣
接

す
る
静
岡
県
、
そ
の
浜
松
市
に
鎮
座
す

る
秋
葉
神
社
の
信
仰
圏
な
の
だ
ろ
う
。 

 

室
生
神
社
を
訪
ね
た
の
は
、
河
村
義

秀
の
時
代
か
ら
八
百
年
続
く
と
伝
え
ら

れ
る
流
鏑
馬
神
事
（
県
指
定
無
形
文
化

財
）
が
今
も
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。『
風
土
記
稿
』
の
「
川
村
山

北
」
の
項
に
は
「
例
祭
九
月
廿
九
日
、
流
鏑
馬
あ
り
」
と
あ
る
が
、
今
は
十

一
月
三
日
を
祭
日
と
し
て
い
る
。
的
を
三
本
立
て
る
の
も
吾
妻
鏡
の
記
述
に

依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
射
手
（
い
て
）
を
町
の
人
が
行
う
の
も
珍
し
い
。 

 

神
社
の
祭
神
を
『
風
土
記
稿
』
は
「
神
體
三
座
」
と
す
る
が
そ
の
神
名
は

分
か
ら
な
い
。
社
殿
の
扁
額
に
「
天
満
天
神
宮
／
室
生
大
明
神
／
矢
倉
大
明

神
」
と
あ
り
、『
風
土
記
稿
』
に
、
天
神
と
矢
倉
大
神
は
「
末
社
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
祭
神
名
で
は
な
い
。
境
内
に
あ
る
イ
チ
ョ
ウ

と
ぼ
だ
い
樹
は
町
指
定
の
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る
。 

最
後
に 

 

予
定
の
時
間
を
越
し
て
、
天
候
も
怪
し
く
な
っ
て
き
た
の
で
切
り
上
げ
る

こ
と
に
し
た
。
国
道
二
四
六
号
の
下
を
く
ぐ
り
、
役
場
の
前
を
通
り
駅
を
目
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指
し
た
。
ホ
ー
ム
に
は
登
山
の
格
好
の
人
た
ち
が
、
本
数
の
少
な
い
電
車
を

待
っ
て
大
勢
あ
つ
ま
っ
て
い
た
。
駅
員
の
い
な
い
山
北
駅
だ
が
、
結
構
乗
客

は
多
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
な
が
ら
電
車
に
乗
っ
た
。 

雨
の
前
に
無
事
に
解
散
で
き
た
の
は
参
加
者
各
位
の
心
構
え
が
良
か
っ
た

か
ら
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
令
和
七
年
四
月
三
日
記
） 

 
 
 
 
 

（
写
真
は
、
加
藤
幹
雄
・
平
野
文
明
・
前
田
照
勝
会
員
の
撮
影 

） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
 

 

【参
加
の
記
】 

「山
北
町
の
河
村
城
址
を
訪
ね
る
」を
再
び
め
ぐ
る 

井
出
康
夫 

  

こ
の
二
月
に
「
丸
ご
と
博
物
館
の
会
」
の
会
員
と
な
り
、「
茅
ヶ
崎
郷
土

会
」
の
「
史
跡
文
化
財
め
ぐ
り
」
に
初
め

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河
村

城
址
を
は
じ
め
山
北
の
由
緒
あ
る
史
跡
名

所
を
誌
上
で
再
び
め
ぐ
り
ま
す
。
感
じ
た

こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
気
の
向
く
ま
ま
に

記
し
た
だ
け
で
す
が
、
こ
う
し
た
機
会
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

い
ざ
、
山
北
へ  

 

当
日
は
雨
の
予
報
も
あ
っ
た
中
で
、
予

定
ど
お
り
河
村
城
址
に
向
か
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
皆
さ
ま
の
善
行
の

た
ま
も
の
で
す
。 

 

さ
て
、
出
発
で
す
。
国
府
津
乗
り
換
え
で
の
Ｊ
Ｒ
東
海
・
御
殿
場
線
の
降

車
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
対
応
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
、
久
々
の
券
売
機
に
や

や
戸
惑
い
な
が
ら
山
北
ま
で
の
切
符
を
購
入
し
ま
し
た
。
山
北
界
隈
に
今
も

駿
河
と
の
国
境
（
く
に
ざ
か
い
）
を
感
じ
さ
せ
る
一
幕
で
す
。
ち
な
み
に
二

〇
代
の
こ
ろ
の
同
僚
、
埼
玉
県
川
越
出
身
で
し
た
が
、
彼
は
学
生
時
代
ま
で

小
田
原
は
静
岡
県
伊
豆
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

山
北
駅
に
到
着
、「
さ
く
ら
の
湯
」
と
い
う
大
浴
場
も
あ
り
、「
桜
」
の
名

所
で
あ
る
こ
と
は
ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。
三
月
に
入
り
暖
か
い
日
が
続
き

ま
し
た
が
、
寒
の
戻
り
も
あ
り
残
念
な
が
ら
開
花
に
は
早
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

  

城
を
め
ざ
し
て 

 

 

城
に
向
か
い
ま

す
。
Ｓ
Ｌ
が
懐
か
し

い
「
鉄
道
公
園
」
を

右
手
に
見
な
が
ら
小

さ
な
路
を
進
み
、
り

っ
ぱ
な
石
灯
篭
が
並

ぶ
参
道
に
沿
う
と
、

曹
洞
宗
「
盛
翁
寺
」

が
現
れ
ま
す
。
河
村
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城
廃
城
後
の
建
立
の
よ
う
で
す
が
、
境
内
に
は
本
堂
の
ほ
か
、
な
ぜ
か
小
石

を
抱
え
た
石
仏
、
観
音
堂
な
ど
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
境
内
手
前
の
石
塔
の

難
解
な
書
体
の
文
字
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
の
こ
と
、
こ
う
し
た
路
傍
の

文
字
が
自
由
に
読
め
れ
ば
楽
し
さ
が
増
し
ま
す
が
、
浅
学
菲
才
の
身
で
は
と

て
も
及
ば
な
い
と
改
め
て
痛
感
！ 

 

 

盛
翁
寺
を
後
に
す
る
と
、
い
よ
い
よ
城
へ
の
道
で
す
。
距
離
は
短
い
で
す

が
、
身
を
も
っ
て
「『
登
』
城
」
を
実
感
す
る
急
峻
な
視
界
が
続
き
ま
す
。 

 

登
城
道
ラ
ス
ト
に
姿
を

見
せ
る
「
お
姫
井
戸
」、
落

城
の
時
に
城
主
の
姫
が
井

戸
に
身
を
投
じ
た
裏
話
（
な

ぜ
伝
承
で
は
な
く
裏
話
？
）
が

あ
る
そ
う
で
す
。
姫
は
井

戸
に
身
を
投
げ
、
若
は
密

か
に
落
ち
延
び
再
起
を
期

す
、
落
城
、
敗
者
の
悲
話

と
し
て
い
つ
し
か
語
ら

れ
、
時
に
は
芝
居
、
物
語

に
な
る
の
が
定
番
の
よ
う

で
す
。
最
近
で
は
、
コ
ミ

ッ
ク
・
ア
ニ
メ
「
逃
げ
上

手
の
若
君
」
で
、
北
条
時

行
（
鎌
倉
幕
府
滅
亡
時
の
得
宗

北
条
高
時
の
遺
児
、
中
先
代
の

乱
で
鎌
倉
を
一
時
奪
還
、
そ
の

後
南
朝
に
転
じ
、
二
〇
代
半
ば
で
鎌
倉
龍
ノ
口
に
お
い
て
斬
首
）
が
新
た
な
ヒ
ー
ロ

ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

三
国
の
要
衝
「河
村
城
」 

 

堀
切
を
見
な
が
ら
登
り
き
る
と
一
気
に
視
界
が
開
け
ま
す
。
標
高
二
二
五

メ
ー
ト
ル
、
い
く
つ
か
の
廓
（
く
る
わ
）
が
連
な
る
河
村
城
が
「
河
村
城
址

歴
史
公
園
」
と
し
て
広
が
り
ま
す
。
後
北
条
時
代
の
遺
構
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
よ
く
整
備
さ
れ
、
想
像
以
上
に
平
坦
で
広
々
と
し
て
い
ま
し
た
。 

 

城
の
特
徴
で
あ
る
畝
堀
（
う
ね
ぼ
り
）
・
障
子
堀
（
し
ょ
う
じ
ぼ
り
）
、
堀
切

（
ほ
り
き
り
）
に
隔
て
ら
れ
た
廓
と
廓
を
結
ぶ
木
橋
な
ど
、
防
御
上
の
工
夫

に
つ
い
て
平
野
会
長
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
城
廓
に
そ
び
え
る

「
河
村
城
址
碑
（
菅
原
正
敬
＝
徳
冨
蘇
峰
書
）
」
前
で
記
念
撮
影
、
そ
し
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
橋
を
渡
り
大
庭
廓
（
お
お
ば
く
る
わ
）
で
昼
食
、
同
行
の
方
か
ら
温

か
い
お
味
噌
汁
を
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

大
庭
廓
か
ら
、
足
柄
平
野
、
相
模
湾
を
一
望
し
、
北
側
の
麓
を
走
る
御
殿

場
線
、
二
四
六
号
線
な
ど
、
古
く
は
東
海
道
に
あ
た
る
の
で
し
ょ
う
か
、
こ

れ
ら
を
見
下
ろ
し
ま
す
。
相
模
、
駿
河
、
甲
斐
の
三
国
が
交
接
す
る
要
衝
と

し
て
軍
事
上
の
大
事
な
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。
北
条

氏
康
は
こ
の
城
を
活
か
し
て
、
武
田
信
玄
の
侵
攻
を
牽
制
し
、
上
杉
謙
信
の

小
田
原
包
囲
の
状
況
を
掌
握
と
、
マ
イ
「
大
河
」
を
勝
手
に
創
作
、
さ
ら
に

遡
れ
ば
、
石
橋
山
で
敗
れ
た
頼
朝
が
安
房
に
向
か
う
船
を
、
平
家
方
河
村
義

秀
の
留
守
を
預
か
る
武
将
が
眺
め
て
い
た
の
で
は
と
妄
想
は
広
が
り
ま
す
。 

  

吾
妻
鏡
と
室
生
神
社
の
流
鏑
馬 

 

昼
食
後
、
茅
ヶ
崎
ゆ
か
り
の
懐
島
景
義
（
大
庭
景
能
）
が
、
斬
罪
と
さ
れ

た
河
村
義
秀
を
匿
い
、
十
年
後
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
で
の
妙
技
に
よ
り
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義
秀
が
赦
さ
れ
た
、

吾
妻
鏡
の
一
節
を

読
み
ま
し
た
。
史

料
は
な
か
な
か
難

し
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
青
木
会
員

が
朗
読
さ
れ
、
敬

意
を
表
し
ま
す
。

大
庭
廓
と
い
う
名

称
も
吾
妻
鏡
の
故

事
を
意
識
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、

こ
の
故
事
に
基
づ

く
流
鏑
馬
が
八
百

年
後
の
今
も
続
く

「
室
生
神
社
」
で

す
。
こ
こ
で
は
鎌

倉
と
は
違
い
、
地

元
の
人
が
矢
を
射

る
そ
う
で
す
。
秋

の
流
鏑
馬
に
は
ぜ

ひ
訪
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 

茅
ヶ
崎
ゆ
か
り
の
故
事
が
今
も
地
域
の
人
に
支
え
ら
れ
続
い
て
い
る
こ
と

は
素
晴
ら
し
く
、
こ
の
物
語
に
そ
っ
た
山
北
の
史
跡
名
所
め
ぐ
り
は
茅
ヶ
崎

を
再
認
識
す
る
良
い
機
会
と
な
り
、
大
変
有
意
義
で
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

平
野
会
長
と
事
業
を
企
画
さ
れ
た
山
本
会
員
、
そ
し
て
茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
皆

さ
ま
に
感
謝
で
す
。 

  

追
記 

懐
島
景
義
と
芝
居 

 

当
日
は
偶
然
に
も
、
Ｂ
Ｓ
松
竹
東
急
で
歌
舞
伎
「
梶
原
平
三
誉
石
切
（
か

じ
わ
ら
へ
い
ぞ
う
ほ
ま
れ
の
い
し
き
り
、
通
称
『
石
切
梶
原
』）
」
が
放
送
さ
れ
ま
し

た
。
主
役
は
珍
し
く
善
玉
に
描
か
れ
る
梶
原
景
時
、
懐
島
景
義
の
二
人
の
弟

大
庭
景
親
と
俣
野
景
久
が
敵
役
、
何
れ
も
大
庭
御
厨
を
開
い
た
歌
舞
伎
の
ス

ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
鎌
倉
権
五
郎
景
正
の
係
累
で
す
。
場
面
と
し
て
景
義
の
登

場
は
あ
り
え
ま
せ
ん
が
、
何
と
な
く
残
念
！ 

 

 

景
義
に
は
古
今
無
双
の
「
弓
の
名
手
」
源
為
朝
と
戦
い
生
還
し
た
華
々
し

さ
は
あ
り
ま
す
が
、
負
っ
た
傷
に
よ
り
大
庭
党
惣
領
を
景
親
に
譲
り
、
頼
朝

旗
挙
げ
後
は
幕
府
草
創
の
裏
方
に
徹
し
、
そ
の
逸
話
は
芝
居
狂
言
に
な
り
に

く
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
茅
ヶ
崎
市
史
第
四
巻
は
「
懐
島
景
義
の
活
躍
」
と
い

う
一
節
を
設
け
、
鶴
岡
八
幡
宮
へ
の
貢
献
や
、
河
村
義
秀
を
は
じ
め
と
し
た

平
家
方
武
将
の
助
命
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
が
、
和
田
合
戦
で
景
義
一
族
が

滅
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
物
語
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
感
が
あ
り
ま
す
。 

 

鎌
倉
物
の
第
一
人
者
で
あ
る
永
井
路
子
は
『
相
模
の
も
の
の
ふ
た
ち
』
の

中
で
「
宿
命
の
明
暗
を
背
負
っ
て
」
と
題
し
、
大
庭
景
親
と
懐
島
景
義
を
描

き
景
義
に
想
い
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
永
井
原
作
の
大
河
ド
ラ
マ
「
草

燃
え
る
」
で
は
名
優
花
沢
徳
衛
が
景
義
を
演
じ
ま
す
。
若
武
者
河
村
義
秀
が

「
弓
の
名
手
」
と
し
て
映
画
に
な
れ
ば
、
景
義
に
脚
光
が
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
画
像
の
撮
影
は
平
野
会
員
） 
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茅
ヶ
崎
の
郷
土
誌
（史
）で
気
づ
い
た
点
・疑
問
点
・問
題
点 

 

 
こ
の
一
六
三
号
、
こ
こ
ま
で
編
集
し
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
る
ま

る
一
頁
の
空
白
が
生
じ
ま
し
た
。
さ
ぁ
大
変
。
何
と
か
こ
の
ペ
ー
ジ
を
埋
め

る
た
め
に
、
臨
時
の
埋
め
草
と
し
て
こ
の
ペ
ー
ジ
を
作
り
ま
し
た
。 

 

準
備
を
す
る
余
裕
の
無
い
中
で
、
と
り
あ
え
ず
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

石
仏
に
穿
（う
が
）た
れ
た
穴
は
な
に
？ 

 

本
誌
の
二
〇
頁
に
は
御
霊
神
社
と
西
運
寺
が
、
二
五
頁
に
は
御
霊
神
社
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
御
霊
神
社
に
、
頭
の
部
分
が
三
角
形
の
石

仏
（
供
養
塔
）
が
あ
り
、
三
一
一
回
史
跡
め
ぐ
り
で
見
て
き
ま
し
た
。
こ
の

塔
は
、
下
部
三
分
の
一
く
ら
い
に
穴
が
穿
た
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、
こ
の
穴
が
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
話
で
す
。 

 

こ
の
石
仏
の
頂
部
は
屋
根
の
よ
う
に
出
っ
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の
板

状
の
平
面
に
次
の
三
行
の
文
字
（
銘
と
い
う
）
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

明
暦
元
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
） 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

 
 

十
月
吉
日 

 

明
暦
元
年
は
乙
未
の
年
で
一
六
五
五
年
、
江
戸
時
代
の
初
期
で
す
か
ら
、

市
内
の
石
仏
の
中
で
は
比
較
的
古
い
も
の
で
す
。 

 

「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
は
六
字
名
号
と
も
い
い
、
意
味
は
阿
弥
陀
如
来
に
帰

依
す
る
（
自
分
は
、
阿
弥
陀
様
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
お
り
、
全
身
全
霊
阿

弥
陀
様
を
敬
い
、
す
べ
て
を
阿
弥
陀
様
に
任
せ
て
生
き
る
）
と
い
う
意
味
で

す
。
そ
こ
で
こ
の
石
仏
を
「
六
字
名
号
塔
」
と
も
「
念
仏
供
養
塔
」
と
も
い

い
ま
す
。
三
行
目
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
碑
を
建
て
た
日
取
り
で
し
ょ
う
。 

 

神
仏
習
合
し
て
い
た
江
戸
時
代
、
御
霊
神
社
は
浄
土
宗
の
西
運
寺
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
石
仏
が
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。
西
運
寺
の

境
内
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
と
明
和
二
年
（
一
七
六

五
）
の
念
仏
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
三
基
の
供
養
塔
が
五
十
五
年
を

お
い
て
立
て
ら
れ
て
い
る
の
は
計
画
的
だ
と
思
い
ま
す
が
、
五
十
五
年
が
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

浄
土
宗
あ
る
い
は
浄
土
真
宗
で
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
唱
え
る
こ
と
を

と
て
も
重
要
視
し
ま
す
。
特
に
浄
土
宗
寺
院
で
は
旧
暦
十
月
に
十
日
間
に
わ

た
り
念
仏
を
唱
え
る
「
お
十
夜
」
の
行
事
を
行
い
ま
す
。
西
運
寺
で
も
、
か

つ
て
は
お
寺
の
近
隣
で
サ
ー
カ
ス
な
ど
も
出
る
ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
供
養
塔
の
三
行
目
に
「
十
月
吉
日
」
と
あ
る
の
は
、
今

年
の
令
和
七
年
か
ら
三
七
〇
年
昔
に
、
す
で
に
お
十
夜
の
法
要
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

他
の
二
基
、
一
七
一
〇
と
一
七
六
五
年
の
念
仏
供
養
塔
に
は
穴
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
明
暦
元
年
の
供
養
塔
に
限
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な

穴
を
持
つ
石
仏
を
私
は
あ
ま
り
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
穴
は
一
体

何
の
た
め
に
あ
け
て
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
れ
ら
三
基
の
念
仏

供
養
塔
は
資
料
館
叢
書

１
４
『
茅
ヶ
崎
の
石
仏 

２ 

茅
ヶ
崎
地
区
』
八

一
～
八
三
頁
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

穴
に
つ
い
て
は
触
れ
て

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

（
本
誌
編
集
子
） 



令和 7年(2025)5月 1日 郷土ちがさき 163 号 茅ヶ崎郷土会 

~ 36 ~ 

 

 
令
和
７
年
１
月
～
３
月
の
事
業
報
告 

 
茅
ヶ
崎
市
史
４
巻
の
輪
読
会 

〇
第
４
回
１
月
７
日
午
後
市
立
図
書
館
第
２

会
議
室
〇
５
回
２
月
４
日
（
前
同
）
〇
６
回
３
月
４
日
（
前
同
） 

郷
土
会
・
丸
ご
と
の
会
共
催
講
座 

〇
１
月
２１
日
「
姥
島
と
烏
帽
子
岩
の

話
」
平
野
文
明 

立
図
書
館
第
１
会
議
室
〇
２
月
１８
日
「
鷹
倉
社
寺
考

と
旧
相
模
川
橋
脚
」
加
藤
幹
雄
（
前
同
） 

コ
ミ
セ
ン
湘
南
主
催
講
座
「
地
域
の
歴
史
を
学
ぶ
」
〇
３
月
１３
日
「
茅
ヶ

崎
の
漁
業
」
〇
３
月
２０
日
「
柳
島
村
、
南
湖
・
須
賀
村
と
の
争
論
」
平

野
文
明 

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り 

〇
３
１
２
回
「
山
北
町
の
河
村
城
址
を
訪
ね
る
」

３
月
１
５
日
。
本
誌
２６
頁
に
報
告
（
事
前
学
習
は
２
月
１８
日
山
本
俊
雄
） 

 

令
和
７
年
４
月
～
６
月
の
事
業
予
定 

 

茅
ヶ
崎
市
史
４
巻
の
輪
読
会
〇
第
７
回
４
月
１
日
（
火
）
１３
：
３０
図
書
館

第
２
会
議
室
〇
８
回
５
月
６
日
（
前
同
）
〇
９
回
６
月
３
日
（
前
同
） 

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り 

第
３
１
３
回
「
市
内
の
東
海
道
を
歩
く
④―

今
宿
・
中
島
地
区
」
６
月

１４
日
（
土
）
８
時
５０
分
ま
で
に
駅
改
札
前
集
合
、
午
前
中
コ
ー
ス 

総
会 

５
月
２８
日
（
水
）
１３
：
３０
於
市
役
所
分
庁
舎
５
階
Ａ
Ｂ
会
議
室

―

例
年
の
よ
う
に
茅
ヶ
崎
郷
土
芸
能
保
存
協
会
と
合
同
で
行
い
ま
す
。 

  

『郷
土
ち
が
さ
き
』１
６
２
号
正
誤
表 

 

３０
頁 

上
段 

 

後
ろ
か
ら
２
行
目 

確
認
し
ょ
う→

確
認
し
よ
う 

４４
頁 

上
段 

 

１０
行
目 

 

鷹
倉
社
寺
稿→

鷹
倉
社
寺
考 

４３
頁 

上
段 

 

副
会
長 

尾
高→

副
会
長
尾
髙 

４４
頁 

上
段 

１０
行
目 

鷹
倉
社
寺
稿→

鷹
倉
社
寺
考 

（
Ｈ
Ｐ
掲
載
版
は
修
正
済
） 

 

受
贈
図
書 

 

藤
沢
地
名
の
会
々
報
１
１
３
号
（
２
０
２
３
年
２
月
１
日
発
行
） 

藤
沢
地
名
の
会
々
報
１
１
４
号
（
２
０
２
４
年
２
月
１
日
発
行
） 

藤
沢
地
名
の
会
々
報
１
１
５
号
（
２
０
２
４
年
１０
月
１
日
発
行
） 

藤
沢
地
名
の
会
々
報
１
１
６
号
（
２
０
２
５
年
２
月
１
日
発
行
） 

 

ご
送
付
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

【
編
集
後
記
】 

 

い
ろ
い
ろ
な
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
報
は
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の

積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

巻
頭
の
野
田 

穂
さ
ん
の
「
大
岡
越
前
守
忠
相
日
記
」
は
、
三
一
書
房
か

ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
忠
相
の
日
記
の
中
か
ら
必
要
な
部
分
を
選
び
、
現
代
語

訳
さ
れ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

「
風 

自
由
投
稿
欄
」
に
も
種
々
ご
投
稿
頂
き
ま
し
た
。
文
章
を
書
く
こ

と
は
敬
遠
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
人
が
本
来
持
っ
て
い
る
創
作
意
欲

の
表
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
〳
〵
。 

 

史
跡
・
文
化
財
め
ぐ
り
は
、
通
算
三
百
回
を
超
え
る
茅
ヶ
崎
郷
土
会
の
主

要
事
業
で
す
。
訪
ね
た
二
ヶ
所
の
め
ぐ
り
を
報
告
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
読
ん

で
自
分
も
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
人
が
参
考
に
な
る
よ
う
編
集
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
二
人
か
ら
頂
い
た
「
参
加
の
記
」
は
、
こ
の
事
業
を
主
催
者

と
は
違
っ
た
目
で
見
た
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
記
録
で
す
。 

（
編
集
子
） 

―

２
５
０―

 


